
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
対
外
経
済
政
策
と
植
民
地
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山

口

育

人

門
要
約
】
　
　
九
四
七
年
、
経
済
危
機
に
直
面
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
植
民
地
資
源
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
外
相
ベ
ヴ
ィ
ン
の
酉
欧
同
盟
構
想

を
代
表
に
、
植
民
地
大
規
模
開
発
と
そ
の
資
源
動
員
を
、
大
国
と
し
て
の
存
立
の
危
機
に
直
面
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
の
基
盤
に
据
え
る
構
想
が
登

場
し
た
。
し
か
し
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
実
態
は
、
開
発
に
必
要
な
物
資
を
供
給
す
る
の
で
は
な
く
、
貿
易
と
金
融
へ
の
統
胡
に

よ
り
、
植
民
地
が
既
存
の
輸
出
で
獲
得
し
た
ド
ル
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
に
終
始
す
る
消
極
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
植
民
地
経
済
が
ス
タ
ー
リ
ン

グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
に
対
す
る
貢
献
の
度
合
い
を
唯
一
の
尺
度
と
し
て
位
澱
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
を
、
植
民
地
開
発
を
担
う
イ
ギ
リ
ス
の
能
力
の
限

界
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
十
分
で
な
い
。
重
要
な
の
は
、
戦
後
再
建
と
福
祉
国
家
建
設
を
進
め
た
い
労
働
党
首
脳
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
地
位
の
復
活

を
目
指
す
大
蔵
省
と
が
、
ド
ル
収
支
改
善
そ
れ
自
体
が
イ
ギ
リ
ス
の
生
き
残
り
の
鍵
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
進
め
た
対
外
経
済
政
策
が
背
景
に
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
を
理
解
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
史
林
　
八
二
巻
四
号
　
…
九
九
九
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
（
一
九
四
五
－
五
一
年
）
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
特
に
、
対
外
経
済

政
策
と
の
関
係
を
軸
に
し
て
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
展
開
を
考
察
し
た
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
経
済
を
抱
え
、
ま
た
米
ソ
が
戦
後
世
界
形
成
に
圧
倒
的
な
影
響
力
を
持
つ
大
国
と
し
て
台
頭
す
る
な

か
で
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
国
と
し
て
の
生
き
残
り
を
追
求
し
た
。
同
時
に
ア
ト
リ
ー
政
権
に
は
、
戦
後
再
建
、
完
全
雇
用
の
維



アトリー労働党政権の対外経済政策と植民地（山口）

持
、
福
祉
国
家
建
設
と
い
う
政
権
の
存
在
意
義
に
も
か
か
わ
る
大
き
な
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
た
ア
ト
リ
ー
政
権
に
と
っ
て
、

対
外
経
済
政
策
は
決
定
的
に
重
大
な
意
味
を
持
っ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
も
、
そ
の
戦
後
世
界
を
見
据
え
て
模
索
さ

れ
た
対
外
経
済
政
策
と
の
関
係
を
軸
に
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
こ
う
し
た
視
角
を
も
っ
て
議
論
す
る
こ
と
で
、
ア
ト

リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
理
解
に
お
い
て
従
来
の
研
究
が
抱
え
る
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
一
九
四
七
年
の
経
済
危
機
を
背
景
と
し
て
、
ア
ト
リ
ー
政
権
が
植
民
地
資
源
へ
の
期
待
を
急
速
に
高
め
た
こ
と
は
多
く
の
研
究
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
特
に
ア
フ
リ
カ
植
民
地
開
発
に
最
も
積
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
た
外
相
ベ
ヴ
ィ
ン
（
麟
円
型
Φ
し
。
け
じ
d
Φ
〈
一
海
）
の
名
前
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ

　
　
①

ら
れ
る
。
し
か
し
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
理
解
に
は
、
植
民
地
大
規
模
開
発
熱
の
高
ま
り
に
関
心
を
寄
せ
る
だ
け
で
は

不
十
分
な
の
で
あ
る
。
植
民
地
大
規
模
開
発
構
想
が
挫
折
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
再
建
期
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
と
っ
て
植
民
地
の
持
っ

た
意
味
は
重
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
（
ω
滑
巴
欝
σ
q
≧
Φ
p
）
の
ド
ル
収
支
に
対
す
る
植
民
地
の
貢

献
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
仕
組
み
と
植
民
地
通
貨
制
度
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
は
貿
易
や
金
融
に
対
す
る
統
制
に
よ
っ
て
、
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

地
か
ら
ド
ル
が
吸
い
上
げ
ら
れ
た
事
実
や
構
造
に
つ
い
て
は
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
植
罠
地
経
済
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
に
対
す
る
貢
献
の
度
合
い
を
唯
一
の
尺
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
過
程

に
は
、
戦
後
英
帝
国
の
あ
り
方
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
戦
後
世
界
に
お
け
る
位
置
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
世
界
大
国
の
地
位
を
維
持
し
た
い
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
経
済
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
並
ん
で
国
際
経
済
の
主
役
へ
復
帰
す
る
こ
と
が
目
標

　
　
　
④

で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
四
七
年
の
ポ
ン
ド
交
換
性
回
復
危
機
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
地
位
の
維
持
に
は
何
よ
り
も
ド
ル
収
支
を
改
善
す
る

こ
と
が
先
決
で
あ
る
こ
と
を
、
特
に
経
済
官
僚
ら
に
痛
感
さ
せ
た
。
｛
方
で
労
働
党
首
脳
に
と
っ
て
も
、
戦
後
再
建
、
生
産
拡
大
や
完
全
雇
用

維
持
に
必
要
な
生
産
水
準
を
支
え
る
た
め
に
は
ド
ル
が
必
要
で
あ
っ
た
。
結
果
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
実
際
は
、
ベ

ヴ
ィ
ン
ら
が
主
張
し
た
大
規
模
開
発
構
想
に
応
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
改
善
を
最
優
先
課
題
と
す

137 （625）



る
対
外
経
済
政
策
の
も
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
と
金
融
や
貿
易
に
対
す
る
統
制
と
い
っ
た
消
極
的
な
方
法
で
、
植
民
地
か
ら
ド

ル
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
に
終
始
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
本
論
で
は
、
ア
ト
リ
ー
政
権
誕
生
時
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
が
、
議
論
の
中
心
と
な
る
の
は
、

経
済
危
機
と
と
も
に
植
民
地
資
源
へ
の
関
心
が
高
ま
る
一
九
四
七
年
、
そ
し
て
具
体
的
に
開
発
政
策
の
検
討
と
実
行
が
進
み
、
ア
ト
リ
ー
政
権

の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
が
消
極
的
な
方
法
で
の
ド
ル
吸
い
上
げ
に
終
始
す
る
と
い
う
姿
が
確
立
し
て
ゆ
く
一
九
四
八
年
の
二
年
間
で
あ
る
。
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本
稿
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用
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
文
書
は
基
本
的
に
公
刊
史
料
集
の
も
の
で
あ
る
が
、
引
用
の
際
に
は
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
（
℃
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8
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○
漆
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T
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文
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第
【
章
　
一
九
四
五
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
の
誕
生

（一

j
　
一
九
四
五
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
の
誕
生

アトリー労働党政権の対外経済政策と植民地（山口）

　
ア
ト
リ
ー
政
権
の
成
立
時
、
対
外
経
済
政
策
と
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
と
の
関
係
は
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る

に
当
た
っ
て
、
ア
ト
リ
ー
政
権
が
登
場
し
た
段
階
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
基
本
的
枠
組
み
と
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
具
体
的
に
は
、
一
九
四
五
年
四
月
に
成
立
し
た
四
五
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
（
↓
冨
O
。
一
Q
巳
巴
U
Φ
〈
Φ
び
琶
Φ
馨
p
巳
ミ
①
7

｛
費
Φ
》
。
戸
一
①
＆
）
の
成
立
を
軸
に
検
討
を
進
め
て
ゆ
く
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
を
迎
え
た
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
重
要
な
課
題
は
、
い
か
に
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
と
役
割
を
維
持
す
る
か
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
｝
九
四
四
年
十
月
に
作
成
さ
れ
た
文
書
に
「
イ
ギ
リ
ス
の
将
来
は
、
北
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
と
し
て
で
は
な
く
、
帝

国
・
連
邦
と
し
て
の
未
来
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
英
帝
国
・
連
邦
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
大
国
と
し
て
の
生
き
残
り
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

不
可
欠
な
基
盤
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
う
し
た
認
識
は
ア
ト
リ
ー
や
ベ
ヴ
ィ
ン
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
あ
ら
か
じ
め
言
う
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
四
五
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
の
基
盤
で
あ
る
植
民
地
支
配
の
再
構
築
と
い
う
、
す

ぐ
れ
て
政
治
的
な
考
慮
が
優
先
さ
れ
た
な
か
で
登
場
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
九
三
〇
年
代
後
半
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
経
済
・
社
会
政
策
は
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
間
接
統
治
の
思
想
の
も
と
、
植
民
地
統

治
は
秩
序
維
持
と
現
地
社
会
構
造
の
維
持
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
植
民
地
省
は
社
会
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
経
済
開
発
に
つ
い
て

慎
重
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
大
蔵
省
が
主
張
す
る
植
民
地
の
財
政
的
自
立
原
則
と
あ
い
ま
っ
て
、
植
民
地
の
社
会
経
済
政
策
へ
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
支
出
は
な
い
に
等
し
か
っ
た
。
植
民
地
の
経
済
発
展
は
、
植
民
地
自
身
の
輸
出
拡
大
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
主
流
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
〇
年
代
の
世
界
経
済
の
悪
化
と
一
次
産
晶
価
格
の
下
落
、
関
税
収
入
に
頼
る
植
民
地
財
政
の
悪
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
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そ
う
し
た
前
提
は
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
ま
た
植
民
地
資
源
の
開
発
を
目
指
し
二
九
年
に
成
立
し
た
植
民
地
開
発
法
も
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
へ
利
益

を
も
た
ら
す
こ
と
を
優
先
し
た
も
の
で
あ
り
、
開
発
自
体
に
も
成
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
。
従
来
の
政
策
で
は
、
植
民
地
の
経
済
、
社
会
的
進
展

は
も
た
ら
さ
れ
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
経
済
情
勢
の
悪
化
を
背
景
と
し
て
三
〇
年
代
後
半
に
発
生
し
た
西
イ
ン
ド
諸
島

で
の
暴
動
が
、
植
民
地
の
経
済
お
よ
び
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
呼
び
、
イ
ギ
リ
ス
の
考
え
方
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
三
〇
年
代
後
半
、

植
民
地
の
安
定
に
対
す
る
懸
念
が
高
ま
り
、
統
治
に
対
す
る
自
信
が
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
植
民
地
の
社
会
・
経
済
状
況
の
改
善
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

積
極
的
な
政
策
を
と
る
こ
と
で
、
植
民
地
支
配
の
道
徳
的
権
威
と
そ
の
安
定
を
確
立
す
る
必
要
が
認
識
さ
れ
た
。
そ
こ
で
植
民
地
相
マ
ク
ド
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ル
ド
（
ζ
ゆ
一
〇
〇
昌
P
竃
餌
O
］
U
O
昌
9
一
住
）
が
出
し
た
回
答
が
四
ケ
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
大
戦
遂
行
の
必
要
か
ら
植
民
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

物
的
、
人
的
資
源
が
動
員
さ
れ
る
一
方
で
、
四
〇
年
法
に
基
づ
く
経
済
開
発
政
策
の
実
行
自
体
は
大
き
く
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
大
戦
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
英
帝
国
の
生
き
残
り
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
支
援
を
必
要
と
し
た
時
、
そ
れ
は
一
方
で
植
民
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

支
配
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
批
判
に
直
面
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
植
民
地
支
配
の
正
当
化
の
必
要
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
一
年
八
月
の
大
西
洋
憲
章
調
印
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
戦
後
植
民
地
支
配
の
在
り
方
へ
の
態
度
表
明
を
迫
ら
れ
た
。
～
九
四
二

年
末
、
米
国
務
長
官
ハ
ル
は
植
民
地
に
関
す
る
共
岡
声
明
の
作
成
を
要
求
し
た
。
た
だ
米
側
の
宣
言
案
に
は
独
立
と
い
う
言
葉
が
繰
返
し
登
場

し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス
は
共
岡
宣
言
の
発
表
を
断
念
し
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
単
独
で
植
民
地
政
策
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

原
則
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
一
九
四
三
年
七
月
＝
二
日
の
甘
辛
地
相
ス
タ
ン
リ
ー
（
9
ぞ
賃
ω
β
巳
Φ
《
）
の
下
院
演
説
で
あ
っ
た
。

ス
タ
ン
リ
ー
は
、
植
民
地
の
英
帝
国
内
で
の
自
治
達
成
が
イ
ギ
リ
ス
統
治
の
目
標
で
あ
る
と
表
明
し
た
。
と
同
時
に
自
治
の
達
成
に
は
社
会
・

経
済
基
盤
の
確
立
が
必
要
で
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
が
そ
れ
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
ス
タ
ン
リ
ー
演
説
は
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

会
・
経
済
政
策
を
軸
と
し
て
植
民
地
支
配
を
再
構
築
す
る
と
い
う
論
理
を
確
立
し
、
植
民
地
政
策
に
お
け
る
戦
後
構
想
の
核
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
労
働
党
の
植
民
地
政
策
も
、
ス
タ
ン
リ
ー
演
説
が
示
し
た
植
民
地
政
策
の
基
本
的
枠
組
み
と
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権

で
四
六
年
か
ら
植
民
地
相
を
務
め
る
ク
リ
ー
チ
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
（
≧
誉
霞
ρ
Φ
Φ
9
－
甘
g
ω
）
を
中
心
に
、
党
の
植
民
地
政
策
に
関
す
る
基
本
的
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アトリー労働党政権の対外経済政策と植民地（山口）

文
書
『
植
民
地
”
労
働
党
の
戦
後
政
策
』
が
同
じ
く
四
三
年
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
も
政
治
問
題
に
関
し
て
は
慎
重
な
姿
勢
に
終
始
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
一
方
、
植
民
地
の
社
会
・
経
済
基
盤
を
整
備
す
る
必
要
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
大
戦
も
終
盤
に
差
し
か
か
っ
た
一
九
四
四
年
九
月
、
ス
タ
ン
リ
ー
は
四
〇
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
の
拡
大
を
求
め
て
蔵
相
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
。
ス
タ
ン
リ
ー
は
次
の
よ
う
な
論
理
で
も
っ
て
四
〇
年
法
の
拡
大
を
要
求
し
た
。
「
連
邦
・
帝
国
な
く
し
て
は
、
戦
後
世
界
で
我
々
の
果
た

す
役
割
も
小
さ
く
な
る
偏
。
し
か
し
植
民
地
を
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
し
っ
か
り
と
結
び
付
け
る
た
め
に
は
、
今
後
数
年
間
が
非
常
に
重
大
で
あ
り
、

何
よ
り
も
四
〇
年
法
の
拡
大
、
つ
ま
り
植
民
地
経
済
・
社
会
政
策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
「
植
民
地
帝
国
保
持
の
正
当
化
」
に
不
可
欠
で

あ
る
と
訴
え
た
。
ス
タ
ン
リ
ー
は
次
の
よ
う
に
も
強
調
し
た
。
植
民
地
の
生
産
増
大
は
長
期
的
に
見
る
と
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
貢
献
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
私
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
物
質
的
な
利
益
の
考
慮
に
基
づ
い
て
、
こ
こ
で
の
訴
え
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
。
か
く
し
て
四
五
年
植

民
地
開
発
福
祉
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
短
期
的
利
益
よ
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
の
基
盤
で
あ
る
植
民
地
支
配
の
再
編

と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
目
的
を
も
っ
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　
四
五
年
法
で
は
、
期
間
十
年
問
の
援
助
総
額
は
一
億
二
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
年
間
の
支
出
額
も
最
大
一
七
五
〇
万
ポ
ン

ド
ま
で
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
各
植
民
地
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
割
当
て
の
他
に
、
植
民
地
政
府
自
身
の
支
出
と
ロ
ー
ン
起
債
を
考
慮
し

て
、
「
十
力
年
開
発
計
画
」
を
立
案
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
四
五
年
法
は
「
植
民
地
資
源
の
開
発
と
植
民
地
の
人
々
の
福
祉
向
上
へ
の
、

よ
り
包
括
的
で
計
画
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
十
力
年
開
発
計
画
」
は
戦
後
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
柱
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

も
の
だ
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
議
論
で
は
、
大
戦
末
期
か
ら
ア
ト
リ
ー
政
権
誕
生
に
か
け
て
、
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
が
、
戦
後
世
界
を
睨
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
の
世

界
大
国
と
し
て
の
地
位
を
支
え
る
、
植
民
地
支
配
の
再
構
築
と
い
う
問
題
を
中
心
に
そ
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
一
方

ア
ト
リ
ー
政
権
は
　
二
月
、
対
外
経
済
政
策
に
お
け
る
重
要
な
選
択
で
あ
る
英
米
借
款
協
定
を
締
結
す
る
。
そ
れ
で
は
協
定
締
結
に
向
け
た
議

論
の
な
か
で
、
帝
国
経
済
、
さ
ら
に
は
植
民
地
資
源
の
動
員
を
対
外
経
済
戦
略
に
組
み
込
む
具
体
的
議
論
は
浮
上
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
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が
次
に
検
討
を
進
め
る
課
題
で
あ
る
。

（
二
）
　
英
米
借
款
協
定
の
締
結
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大
戦
終
了
時
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
た
。
特
に
深
刻
で
あ
っ
た
の
は
対
外
収
支
の
状
況
で
、
中
央
準
備
額
一
九
億
ド
ル
に
対

し
、
四
五
年
の
対
外
収
支
は
五
〇
億
ド
ル
の
赤
字
、
翌
四
六
年
も
二
五
億
か
日
三
五
億
ド
ル
の
赤
字
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
生
産
構
造

を
戦
争
遂
行
か
ら
平
時
向
け
に
転
換
す
る
と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
、
ま
た
輸
出
量
は
大
戦
前
の
約
三
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

タ
ー
リ
ン
グ
残
高
（
ω
§
ぎ
σ
q
b
d
巴
き
8
）
は
約
一
四
〇
億
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
最
大
の
債
務
国
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
八
月

二
一
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
は
武
器
貸
与
法
に
よ
る
援
助
を
停
止
す
る
文
書
に
署
名
し
た
。
九
月
に
入
り
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
ド
ル
援
助

を
求
め
て
ケ
イ
ン
ズ
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
派
遣
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
英
米
交
渉
の
意
味
と
は
、
単
に
ド
ル
援
助
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
に
あ
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
借

款
交
渉
を
、
多
角
的
開
放
国
際
経
済
秩
序
構
築
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
実
に
す
る
こ
と
と
結
び
付
け
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、

通
商
障
壁
や
差
別
の
撤
廃
を
約
束
し
た
一
九
四
二
年
の
相
互
援
助
協
定
七
条
と
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
協
定
実
現
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
実

に
し
ょ
う
と
し
た
。
し
か
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ポ
ン
ド
の
交
換
性
回
復
に
つ
い
て
は
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
協
定
で
認
め
ら
れ
た
過
渡
期
間
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

早
期
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
は
求
め
た
。
厳
し
い
交
渉
の
末
、
＝
一
月
六
日
、
三
七
・
五
億
の
ド
ル
借
款
を
供
与
す
る
英
米
借
款
協

定
が
締
結
さ
れ
た
。
協
定
に
は
特
に
焦
点
と
な
る
二
つ
の
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
れ
は
対
米
輸
入
数
量
差
別
を
四
六
年
末
に
は
撤
廃
す
る

と
い
う
九
条
と
、
協
定
発
効
後
一
年
以
内
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
居
住
者
の
み
な
ら
ず
非
居
住
者
の
経
常
取
引
に
関
す
る
ポ
ン
ド
に
交
換

性
を
付
与
す
る
こ
と
を
定
め
た
八
条
で
あ
っ
た
。
ま
た
通
商
面
で
は
、
多
角
的
開
放
通
商
体
制
の
柱
と
な
る
国
際
貿
易
機
構
（
H
艮
①
ヨ
跳
霧
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

日
H
巴
①
9
σ
q
き
冨
辞
δ
・
）
の
設
立
に
向
け
て
ア
メ
リ
カ
と
協
力
す
る
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
は
約
束
し
た
の
で
あ
る

　
し
か
し
、
多
角
的
開
放
国
際
経
済
秩
序
の
目
標
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
労
働
党
左
派
、
閣
内
で
は
燃
料
動
力
相
シ
ン
ウ
ェ
ル
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（
国
事
ヨ
幽
き
一
ω
窪
p
≦
Φ
5
や
保
健
相
ベ
ヴ
ァ
ン
（
〉
幕
琶
μ
じ
d
Φ
く
舞
）
な
ど
が
、
国
内
で
の
社
会
主
義
的
経
済
政
策
や
完
全
雇
用
が
守
れ
る
の
か
、

と
い
う
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
。
輸
入
、
為
替
統
制
を
課
す
権
利
を
守
り
、
双
務
協
定
の
利
用
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
閉
鎖
性
強
化
を
対

外
経
済
政
策
の
基
本
に
据
え
る
よ
う
要
求
し
た
。
左
派
で
は
な
い
が
海
軍
相
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
（
跨
一
げ
Φ
『
け
》
一
①
×
餌
排
偶
Φ
H
）
は
、
帝
国
経
済
を
再
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

化
す
る
必
要
を
強
調
し
た
。
保
守
党
の
な
か
で
も
こ
う
し
た
主
張
に
呼
応
す
る
勢
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
の
エ
イ
メ
リ
i
（
い
8
宕
乙

》
日
㊤
団
）
や
ブ
ー
ス
ビ
ー
（
閃
○
げ
①
国
け
じ
d
O
O
叶
げ
げ
磯
）
に
と
り
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
協
定
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
破
壊
す
る
も
の
と
映
っ
た
。

ま
た
国
際
貿
易
機
構
の
創
設
は
帝
国
特
恵
関
税
制
度
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
エ
イ
メ
リ
ー
は
、
帝
国
特
恵
関
税
制
度
の
価
値
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
英
連
邦
内
の
通
商
関
係
強
化
と
共
同
再
建
計
画
を
策
定
す
る
経
済
会
議
を
提
案
し
た
。
ま
た
欧
州
と
中
東
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ

リ
ア
と
結
び
付
け
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
。
ブ
ー
ス
ビ
ー
は
、
英
帝
国
と
西
欧
諸
国
を
巻
き
込
ん
だ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
イ
ギ
リ
ス
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
基
盤
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
、
ア
ト
リ
ー
政
権
成
立
直
後
に
、
対
外
経
済
政
策
の
議
論
を
め
ぐ
っ
て
注
目
す
べ
き
動
き
が
あ
っ
た
。
米
ソ
台
頭
に
対
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
力
の
低
下
に
懸
念
を
抱
く
外
務
省
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
西
欧
諸
国
の
結
集
に
着
目
し
た
。
外
務
省
官
僚
は
、

ベ
ヴ
ィ
ン
の
外
相
就
任
を
機
会
に
そ
の
支
持
を
取
り
付
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
「
西
欧
グ
ル
ー
プ
（
簿
芝
Φ
ω
陣
Φ
諺
○
δ
毛
）
」
を
形

成
し
、
米
ソ
と
対
等
な
立
場
を
確
保
し
よ
う
と
考
え
る
。
さ
ら
に
各
国
の
植
民
地
資
源
を
活
用
し
、
英
連
邦
諸
国
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
「
西
欧
グ
ル
ー
プ
」
は
強
力
な
勢
力
た
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
外
務
省
は
、
西
欧
諸
国
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
緊
密
な
関
係
構
築
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

め
に
何
ら
か
の
経
済
的
方
策
が
必
要
な
こ
と
を
主
張
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
大
蔵
省
や
商
務
省
は
、
対
外
経
済
政
策
の
基
本
的
方
向
性
は
ア
メ
リ
カ
と
の
協
力
を
軸
に
決
定
し
て
ゆ
く
べ
き
で
、
具
体
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
い
わ
ゆ
る
相
互
援
助
協
定
七
条
に
基
づ
く
国
際
通
商
体
制
構
築
へ
の
取
り
組
み
が
優
先
す
る
と
の
考
え
で
あ
っ
た
。
ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ

リ
ア
を
オ
土
匪
ナ
テ
ィ
ブ
の
通
商
・
通
貨
圏
と
す
る
考
え
に
つ
い
て
も
、
蔵
相
ド
ー
ル
ト
ン
（
野
σ
q
げ
∪
巴
8
欝
）
、
商
務
相
ク
リ
ッ
プ
ス
（
ω
眸

ω
霞
｛
。
己
ρ
二
野
）
、
ケ
イ
ン
ズ
と
も
、
経
済
的
に
実
際
の
オ
ー
タ
ナ
テ
ィ
ブ
に
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、
逆
に
借
款
な
し
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ

143 （631）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

リ
ア
各
国
の
結
束
が
維
持
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
も
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
結
局
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
英
米
借
款
協
定
に
調
印
す
る
こ
と
で
、
多
角
的
開
放
国
際
経
済
体
制
に
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
組
み
込
ん
で
ゆ
く
こ
と

を
選
択
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
選
択
の
理
曲
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
べ
き
か
。
借
款
協
定
に
よ
っ
て
ド
ル
を
得
る
よ
り
他
な
か
っ
た
と
い
う
説
明

が
有
力
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
戦
後
再
建
、
生
産
拡
大
、
完
全
雇
用
維
持
を
政
権
の
最
重
要
課
題
に
掲
げ
る
労
働
党
政
権
に
と
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

生
産
活
動
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
ド
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
自
体
に
重
大
な
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で
、
ア
ト
リ
ー

政
権
が
、
ま
っ
た
く
止
む
な
く
多
角
的
開
放
国
際
経
済
秩
序
の
目
標
を
飲
ん
だ
と
も
雷
い
切
れ
な
い
。
大
戦
末
期
に
も
労
働
党
は
、
イ
ギ
リ
ス

は
世
界
経
済
か
ら
孤
立
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
世
界
貿
易
の
発
展
が
雇
用
と
生
活
水
準
維
持
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
閣
議

で
も
ド
ー
ル
ト
ン
や
ク
リ
ッ
プ
ス
は
「
労
働
党
の
政
策
と
は
、
諸
外
国
と
と
も
に
多
角
的
国
際
通
商
シ
ス
テ
ム
構
築
に
本
心
か
ら
取
り
組
む
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
ま
た
戦
後
世
界
を
睨
ん
だ
な
か
で
、
戦
後
国
際
経
済
秩
序
構
想
の
目
標
を
放
棄
し
て
、
政
治
的
に
重
大
な
対
米
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

係
を
決
裂
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
考
慮
も
大
き
か
っ
た
。
つ
ま
り
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
米
加
か
ら
の
借
款
に
よ
っ
て
経
済
再
建
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
に
必
要
な
期
間
の
輸
入
を
確
保
し
、
そ
の
上
で
、
多
角
的
開
放
国
際
経
済
構
築
の
目
標
と
、
戦
後
再
建
、
経
済
拡
大
と
い
う

冒
標
と
の
両
立
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
英
米
借
款
協
定
締
結
と
い
う
対
外
経
済
政
策
上
の
重
要
な
選
択
の
な
か
で
、
植
民
地
資
源
を
動
員
す
る
よ
う
な
具
体
的
戦
略
は
浮
上
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
も
し
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
借
款
な
し
で
済
ま
す
の
で
あ
れ
ば
、
植
民
地
開
発
政
策
と
東
南
ア
ジ
ア
植
民
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

復
興
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ケ
イ
ン
ズ
は
指
摘
し
て
い
た
。
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
を
支
え
る
植
民
地
支
配

の
再
構
築
と
近
代
化
に
は
、
借
款
協
定
締
結
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
八
月
に
植
民
地
省
の
次
官
補
が
示
し
た
よ

う
に
・
植
民
地
に
と
っ
て
も
・
よ
り
開
放
的
な
条
件
の
も
と
世
舞
易
が
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
肉
冠
ら
れ
て
い
侮
・

　
こ
う
し
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
姿
勢
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
基
本
的
政
策
を
紹
介
し
た
文
書
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
は

国
内
政
策
に
お
い
て
社
会
福
祉
の
整
備
や
雇
用
の
維
持
を
界
標
と
し
、
対
外
的
に
は
主
要
国
と
し
て
国
際
社
会
で
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
目

144 （632）
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標
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
国
内
経
済
の
拡
大
を
追
求
し
つ
つ
、
同
時
に
多
角
的
国
際
通
商
体
制
の
構
築
を
目
標
と
し
、
閉
鎖
主
義
は
否

定
す
る
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
も
輸
出
輪
止
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
強
調
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
他
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

植
民
地
政
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
な
課
題
は
植
民
地
の
福
祉
向
上
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
四
五
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
に
基
づ
く
支
出
が
四
六
年
度
予
算
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
各
植
民
地
が
「
十
力
年
開
発
計
画
」
を
策
定
す

る
と
こ
ろ
が
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
五
年
置
に
基
づ
く
実
際
の
支
出
は
、
年
間
平
均
支
出
額
の
一
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
に

対
し
、
四
六
年
度
三
五
〇
万
、
四
七
年
度
五
三
〇
万
ポ
ン
ド
と
い
う
も
の
で
、
初
期
段
階
で
の
少
な
さ
は
予
想
さ
れ
て
い
た
も
の
の
や
は
り
少

な
い
額
で
あ
っ
た
。
ま
た
植
民
地
の
経
済
状
況
を
み
て
も
、
戦
争
終
結
後
も
な
か
な
か
改
善
し
な
い
物
資
供
給
状
況
は
、
生
産
設
備
の
改
修
、

輸
出
産
業
の
再
建
、
開
発
計
画
の
実
行
を
妨
げ
て
い
た
。
逆
に
イ
ギ
リ
ス
の
再
建
需
要
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
開
発
計
画
の
実
行
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

物
資
、
例
え
ば
セ
メ
ン
ト
や
鉄
鋼
の
植
民
地
へ
の
供
給
は
減
少
し
て
い
た
。
大
戦
終
了
か
ら
二
年
ほ
ど
の
間
、
植
民
地
開
発
は
本
格
的
に
は
動

き
だ
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
植
民
地
資
源
の
動
員
を
イ
ギ
リ
ス
の
再
建
戦
略
、
特
に
対
外
収
支
の
問
題
と
結
び
付
け
る
よ
う
な
動
き
も
み
ら

　
　
　
　
⑳

れ
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
四
七
年
に
入
り
イ
ギ
リ
ス
は
膨
大
な
金
・
ド
ル
準
備
の
流
失
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
関
心
の
低
か
っ
た
閣
僚
や
官
僚
ら

は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
経
済
婚
合
と
の
関
連
で
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
に
積
極
的
な
関
心
を
示
し
は
じ
め
た
。
四
七
年
ま
で
植
民
地
支
配
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ギ
リ
ス
の
栄
光
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、
四
七
年
か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
生
存
の
た
め
の
必
要
と
し
て
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

植
民
地
の
社
会
・
経
済
発
展
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
議
論
は
、
い
か

に
植
民
地
資
源
を
動
員
す
る
か
と
い
う
議
論
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
章
を
改
め
て
そ
の
展
開
を
追
っ
て
ゆ
き
た
い
。
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撃
を
受
け
、
前
年
秋
か
ら
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

兆
候
を
示
し
て
い
た
ド
ル
流
失
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
。
五
月
末
、
閣
僚
ら
は
米
加
か
ら
の
借
款
が
ま
も
な
く
半
分
に
な
る
と
警
告
さ
れ
、
輸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

入
削
減
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
そ
こ
で
は
、
食
糧
や
原
材
料
の
供
給
を
西
半
球
へ
大
き
く
依
存
し
て
い
る
状
況
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
経
済
情
勢
の
悪
化
を
背
景
に
、
ア
ト
リ
ー
政
権
は
植
民
地
資
源
へ
関
心
を
向
け
ば
じ
め
る
。
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
最
初
の
例
が
、
五
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月
に
関
係
省
庁
の
官
僚
か
ら
な
る
「
植
民
地
～
次
産
品
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
委
員
会
は
「
一
方
で
植
民
地
の
利
益
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

う
～
方
で
世
界
の
需
要
と
外
貨
獲
得
を
考
慮
に
入
れ
て
」
、
植
民
地
で
の
生
産
拡
大
を
産
晶
ご
と
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
閣

僚
レ
ベ
ル
で
も
、
植
民
地
で
の
一
次
産
品
の
生
産
拡
大
が
議
題
に
の
ぼ
る
。
六
月
に
入
り
、
経
済
計
画
担
当
で
枢
密
院
議
長
の
モ
リ
ソ
ン

（
悶
Φ
嗣
げ
Φ
円
酔
ζ
O
同
門
一
も
o
O
口
）
は
覚
書
を
内
閣
に
提
出
し
た
。
こ
こ
で
モ
リ
ソ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
再
建
と
生
産
拡
大
を
阻
ん
で
い
る
要
因
が
食

糧
と
原
材
料
の
供
給
不
足
で
あ
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
東
半
球
か
ら
の
原
材
料
、
食
糧
の
供
給
不
足
が
西
半
球
へ
の
依
存
の
高
ま
り
と
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

流
失
を
招
い
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
応
え
る
か
た
ち
で
植
民
地
相
ク
リ
ー
チ
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
は
、
植
民
地
省
や
各
植
民
地
政
府
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

生
産
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
覚
書
を
提
出
し
て
い
た
。

　
し
か
し
植
民
地
開
発
福
祉
法
に
よ
る
「
十
力
年
開
発
計
画
」
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
投
資
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
よ

り
直
接
的
か
つ
大
規
模
な
食
糧
生
産
・
資
源
開
発
を
行
う
機
構
の
必
要
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
こ
で
ク
リ
ー
チ
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
は
、

植
民
地
開
発
公
社
の
設
置
を
閣
議
で
提
案
し
た
。
公
社
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
必
要
な
物
資
供
給
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
収
支
改
善
を

考
慮
す
る
よ
う
に
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
植
民
地
開
発
公
社
と
、
油
脂
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
で
始
め
ら
れ
、
ア
ト

リ
ー
政
権
の
野
心
的
な
植
民
地
大
規
模
開
発
の
代
表
で
あ
る
東
ア
フ
リ
カ
「
グ
ラ
ン
ド
ナ
ッ
ツ
計
画
」
を
運
営
す
る
海
外
食
糧
公
社
と
い
う
二

つ
の
公
社
の
設
置
を
盛
り
込
ん
だ
海
外
資
源
開
発
法
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
公
社
は
、
短
期
的
な
利
益
を
確
保
す
る
必
要
や
個
々
の
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

リ
ス
ク
を
越
え
て
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
公
社
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
初
め
て
の
、
大
規
模
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

国
家
に
よ
る
植
民
地
で
の
生
産
活
動
の
試
み
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
夏
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
、
膨
大
な
金
・
ド
ル
準
備
の
流
失
と
い
う
形
で
危
…
機
的
局
面
を
む
か
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
ド
ル
収

支
悪
化
に
加
え
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
各
国
も
ド
ル
収
支
を
悪
化
さ
せ
、
さ
ら
に
十
分
に
封
鎖
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を

用
い
て
ド
ル
を
引
き
出
し
た
。
ま
た
ポ
ン
ド
の
交
換
性
回
復
を
利
用
し
て
、
世
界
各
国
は
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
準
備
か
ら
ド
ル
を
手
に
入
れ
よ
う

と
し
た
。
四
七
年
一
月
か
ら
半
年
間
の
金
・
ド
ル
赤
字
は
一
八
・
五
億
ド
ル
に
達
し
、
米
加
か
ら
の
借
款
五
〇
億
ド
ル
は
残
り
二
二
億
ド
ル
と
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アトリー労働党政権の対外経済政策と植民地（山口）

な
っ
て
い
た
。
七
月
　
五
日
の
交
換
性
國
復
後
は
更
に
金
・
ド
ル
の
流
失
速
度
が
上
が
っ
た
。
九
月
末
で
借
款
の
残
り
二
二
億
ド
ル
も
遣
い
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
、
一
一
月
末
に
は
中
央
準
備
自
体
も
枯
渇
す
る
流
失
ペ
ー
ス
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
金
・
ド
ル
の
流
失
が
続
け
ば
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア

は
崩
壊
し
、
ま
た
生
産
に
必
要
な
輸
入
も
不
可
能
と
な
り
、
大
量
の
失
業
者
が
出
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
八
月
二
〇
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ド
ー
ル
ト
ン
は
ポ
ン
ド
交
換
性
の
停
止
を
発
表
し
た
。

　
ポ
ン
ド
交
換
性
回
復
危
機
に
よ
っ
て
、
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
に
対
す
る
内
閣
の
関
心
は
更
な
る
高
ま
り
を
み
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
八
月

二
〇
日
の
閣
議
で
は
、
植
民
地
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
の
供
給
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
を
拡
大
す
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
を
う
け
て
植
民
地
省
は
、
植
民
地
か
ら
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
拡
大
に
関
す
る
メ
モ
を
作
成
し
た
。
短
期
的
に
ド
ル
獲
得
が
見
込
め
る
も
の

と
し
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
最
大
の
ド
ル
獲
得
産
晶
で
あ
っ
た
マ
ラ
ヤ
の
ゴ
ム
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
他
カ
カ
オ
・
サ
イ
ザ
ル
麻
・
木

材
・
皮
・
錫
な
ど
で
イ
ギ
リ
ス
が
消
費
し
て
い
る
分
を
対
米
輸
出
へ
振
り
向
け
る
こ
と
も
議
論
さ
れ
た
。
「
植
民
地
～
次
産
品
委
員
会
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

緊
急
に
対
米
輸
出
の
問
題
へ
検
討
内
容
を
転
換
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
し
か
し
危
機
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
ま
ず
も
っ
て
、
植
民
地
の
金
融
と
貿
易
に

対
す
る
統
制
強
化
に
現
れ
て
い
っ
た
。
ク
リ
ー
チ
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
は
各
植
民
地
に
対
し
生
産
拡
大
を
求
め
る
通
達
を
送
る
と
同
時
に
、
ド
ル
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

域
か
ら
の
み
な
ら
ず
輸
入
全
般
に
対
す
る
厳
し
い
制
限
を
求
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
を
少
し
で
も
増
や
す
た
め
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

具
体
的
に
は
「
少
な
く
と
も
戦
時
中
の
最
も
厳
し
い
レ
ベ
ル
と
同
程
度
の
輸
入
許
可
制
度
の
運
用
」
へ
復
帰
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
さ
ら

に
ド
ル
支
出
に
関
し
て
は
、
よ
り
厳
格
な
統
制
を
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
大
蔵
・
植
民
地
・
商
務
各
省
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
な
る
「
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

民
地
ド
ル
支
出
委
員
会
」
に
よ
っ
て
、
各
植
民
地
は
毎
年
の
ド
ル
支
出
額
を
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）
　
植
民
地
大
規
模
開
発
へ
の
期
待

　
ポ
ン
ド
交
換
性
回
復
の
失
敗
は
、
大
戦
後
の
世
界
経
済
・
貿
易
の
不
均
衡
が
一
時
的
な
問
題
で
は
な
い
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
ブ
レ
ト
ン
・

ウ
ッ
ズ
協
定
や
英
米
借
款
協
定
で
目
指
さ
れ
た
国
際
経
済
秩
序
構
想
の
実
現
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
対
ソ
関
係
の
悪
化
と
あ
い
ま
つ
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て
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
外
政
策
と
対
外
経
済
政
策
は
基
本
的
な
部
分
か
ら
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
植
民
地
経

済
・
開
発
政
策
も
決
定
的
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
植
民
地
、
特
に
ア
フ
リ
カ
植
無
地
開
発
を
一
つ
の
世
界
戦
略
、
対
外

経
済
戦
略
へ
と
組
み
込
ん
だ
構
想
が
登
場
し
た
。
そ
れ
は
、
外
相
ベ
ヴ
ィ
ン
が
唱
え
る
、
米
ソ
双
方
か
ら
自
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
西
欧
グ
ル
ー
プ
を
構
築
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。

　
欧
州
の
経
済
危
機
の
深
ま
り
と
、
春
の
モ
ス
ク
ワ
外
網
会
談
で
の
ソ
ビ
エ
ト
と
の
対
立
を
前
に
し
た
英
米
は
、
こ
れ
以
上
復
興
が
阻
害
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
ま
ま
で
は
西
欧
諸
国
は
ソ
ビ
エ
ト
の
影
響
下
に
飲
み
込
ま
れ
る
と
の
認
識
を
深
め
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
が
出
し
た
回
答
が
い
わ

ゆ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ド
ル
援
助
供
与
を
通
し
て
西
欧
の
経
済
危
機
を
打
開
し
、
西
ド
イ
ツ
を
組
込
ん
だ
西
欧

諸
国
の
経
済
・
政
治
協
力
を
推
進
さ
せ
、
対
ソ
防
波
堤
と
し
て
の
西
欧
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
同
時
に
国
際
経
済
の
観
点
か
ら
い
う

な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
二
国
問
関
係
を
軸
に
戦
後
国
際
経
済
秩
序
構
想
を
実
現
す
る
方
向
を
修
正
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
を
テ
コ
に
統
合
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
た
西
欧
経
済
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
将
来
の
多
角
的
国
際
経
済
体
制
へ
組
み
込
む
路
線
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ベ
ヴ
ィ
ン
は
マ
ー
シ
ャ
ル
演
説
に
素
早
く
反
応
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
対
応
を
先
導
し
た
。
七
月
に
は
西
欧
一
六
力
国
が
参
加
す
る
パ
リ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

議
を
開
催
、
援
助
受
け
入
れ
と
復
興
計
画
を
作
成
す
る
欧
州
経
済
協
力
会
議
（
0
国
国
○
）
を
組
織
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
国
務
省
経
済
問
題
担

当
次
官
補
の
ク
レ
イ
ト
ン
（
芝
自
磐
Ω
鋤
讐
8
）
は
、
六
月
末
に
行
わ
れ
て
い
た
ア
ト
リ
ー
政
権
首
脳
と
の
会
談
で
、
西
欧
諸
国
は
共
蓋
の
復

興
計
画
を
策
定
し
、
イ
ギ
リ
ス
も
欧
州
の
～
員
と
し
て
援
助
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
首
脳
は
マ
ー
シ
ャ
ル
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

助
を
歓
迎
す
る
一
方
で
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
姿
勢
に
危
機
感
を
抱
い
た
。
七
月
七
日
の
ア
ト
リ
ー
へ
の
書
簡
で
ベ
ヴ
ィ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
援
助
を
乞
う
立
場
か
ら
の
脱
却
と
自
立
の
必
要
を
訴
え
た
。
対
ソ
関
係
悪
化
を
前
に
西
欧
諸
国
と
の
政
治
的
関
係
強
化
の
必
要
を
痛
感
し
て

い
た
べ
ヴ
ィ
ン
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
発
表
を
機
会
と
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
属
の
危
機
感
を
バ
ネ
に
、

四
五
年
夏
以
来
の
構
想
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
西
欧
諸
国
の
結
集
へ
と
乗
り
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
一
の
具
体
策
と
し
て

は
、
経
済
官
庁
の
根
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
税
同
盟
を
軸
と
し
た
西
欧
経
済
協
力
を
主
張
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
ア
フ
リ
カ
植
民
地
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アトリー労働党政権の婦外経済政策と植民地（山口）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
大
規
模
な
開
発
を
西
欧
の
結
集
の
目
玉
と
し
、
か
つ
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
と
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
九
月
三
B
ベ
ヴ
ィ
ン
は
労
働
組
合
会
議
大
会
に
お
い
て
、
帝
国
（
植
民
地
・
英
連
邦
）
、
ま
た
西
欧
諸
国
を
念
頭
に
他
の
国
を
含
ん
だ
関
税
同

盟
を
検
討
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
加
え
て
、
植
民
地
は
膨
大
な
資
源
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
点
も
指
摘
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
・
西
欧
の
自
立
の
基
盤
と
し
て
、
帝
国
資
源
を
動
員
す
る
と
い
う
考
え
方
が
明
確
に
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
国
際
貿
易
機
構
（
I
T
O
）
よ
る
多
角
的
通
商
体
制
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
生
き
残
り
に
と
り
必
ず
し
も
十
分
に
機
能
し
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
懸
念
を
持
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
的
自
立
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ベ
ヴ
ィ
ン
は
連
邦
・
植
民
地
と
の
関
係
強
化
や
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
地
資
源
開
発
と
い
っ
た
帝
国
的
な
解
決
法
を
提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
続
い
て
二
二
日
ベ
ヴ
ィ
ン
は
、
西
欧
結
集
で
の
第
｝
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
目
す
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
マ
デ
ィ
エ
首
相
と
会
談
し
た
。
こ
の
場
で
ベ
ヴ

ィ
ン
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
四
七
〇
〇
万
と
四
〇
〇
〇
万
の
人
口
を
持
ち
、
ま
た
広
大
な
植
民
地
を
有
す
る
英
仏
が
共
同
行
動
を
取
れ
ば
、
米
ソ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

対
等
な
勢
力
と
な
ろ
う
扁
と
述
べ
た
。
外
務
省
に
戻
っ
た
べ
ヴ
ィ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
西
分
裂
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
の
認
識
を
示
し
た

上
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
関
税
同
盟
を
通
し
た
経
済
統
合
に
よ
り
西
欧
諸
国
を
結
束
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
て
結
束
し
た
西
欧
諸
国
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ア
メ
リ
カ
か
ら
自
立
し
つ
つ
東
側
に
対
峙
で
き
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
そ
し
て
一
〇
月
八
日
、
主
要
省
庁
の
代
表
を
前
に
彼
は
、
外
交
穏
標

は
米
ソ
と
の
間
で
自
立
し
た
西
欧
諸
国
の
連
合
を
打
ち
立
て
る
こ
と
だ
と
表
明
し
た
。
翌
年
一
月
に
示
さ
れ
る
「
西
欧
同
盟
（
≦
Φ
ω
聾
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

¢
巳
8
）
」
構
想
の
直
接
の
起
源
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
一
月
七
日
の
内
閣
経
済
政
策
委
員
会
で
も
ベ
ヴ
イ
ン
は
、
米
ソ
か
ら
の
自
立
の
た

め
に
西
欧
諸
国
に
は
何
ら
か
の
経
済
的
統
一
の
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
他
の
閣
僚
に
力
説
し
た
。
そ
の
枠
組
み
と
は
関
税
同
盟
を
指
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
。
ま
た
こ
う
し
た
経
済
的
統
　
は
植
民
地
資
源
の
利
用
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
植
民
地
開
発
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
ま
た
植
民
地
へ
の
物
資
供
給
を
改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
た
植
民
地
省
は
、
関
係
省
庁
か
ら
な

る
作
業
委
員
会
の
設
置
を
提
案
す
る
。
そ
れ
が
一
一
月
末
に
設
置
さ
れ
る
「
植
民
地
開
発
作
業
委
員
会
（
日
冨
○
。
ざ
駄
巴
U
①
＜
巴
○
唱
ヨ
Φ
馨
署
9
搾
－

騨
α
Q
評
ξ
）
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
開
発
に
必
要
な
物
資
供
給
に
関
し
て
実
質
的
な
提
案
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
つ
つ
も
、
植
民
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地
開
発
に
係
わ
る
全
般
的
な
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
た
。
委
員
会
の
議
長
に
は
大
蔵
省
の
主
席
計
画
窟
（
○
ぼ
餓
コ
雪
巳
お

○
塗
。
巴
で
あ
っ
た
プ
ロ
ウ
デ
ン
（
ω
搾
臣
鼠
p
勺
5
乱
Φ
二
）
が
就
任
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
植
民
地
開
発
政
策
の
具
体
化
に
お
い
て
非
常
に
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
一
二
月
末
、
植
民
地
資
源
へ
の
期
待
の
高
ま
り
の
頂
点
を
な
す
ア
フ
リ
カ
開
発
構
想
が
登
場
し
た
。
そ
れ
が
陸
軍
参
謀
長
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー

（
ω
Φ
H
髭
a
嵐
。
艮
σ
q
。
幕
蔓
）
の
ア
フ
リ
カ
視
察
報
告
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
は
、
「
ア
フ
リ
カ
に
は
開
発
を
待
つ
膨
大
な
可
能
性

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
」
、
「
開
発
の
推
進
は
イ
ギ
リ
ス
の
生
存
と
生
活
水
準
の
維
持
を
可
能
な
ら
し
め
る
」
と
論
じ
た
。
鉱
物
資
源
や
食
糧
は
無

尽
蔵
に
獲
得
で
き
る
と
の
楽
観
に
立
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
イ
ギ
リ
ス
・
西
欧
諸
国
の
後
背
地
と
で
も
い
う
べ
き
位
置
づ
け
を
し
た
。
し
か

し
現
在
の
開
発
を
進
め
る
体
制
は
細
分
化
さ
れ
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
の
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
事
実
上
な
い
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

効
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
勇
気
と
積
極
さ
を
も
っ
て
ア
フ
リ
カ
開
発
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
訴
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
二
月
の
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
談
の
結
果
、
東
西
関
係
の
決
裂
が
決
定
的
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
ベ
ヴ
ィ
ン
は
共
産
主
義
に
対
抗
す
る
た

め
の
西
欧
結
集
を
決
意
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
支
援
が
当
面
必
要
な
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
が
、
将
来
的
に
は
結
束
し
た
西
欧
諸
国
は
強
力
で
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

立
し
た
勢
力
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
ベ
ヴ
ィ
ン
は
翌
四
八
年
一
月
四
日
、
覚
書
「
イ
ギ
リ
ス
外
交
政
策
の
第
一
の
目
標
」
を
内
閣
に

提
出
し
た
。
こ
の
覚
書
は
二
二
日
に
議
会
で
発
表
さ
れ
る
「
西
欧
同
盟
」
構
想
の
元
と
な
る
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
ベ
ヴ
ィ
ン
は
、
ソ
ビ
エ

ト
の
こ
れ
以
上
の
拡
大
を
押
し
止
め
る
た
め
に
西
欧
諸
国
は
、
ア
メ
リ
カ
・
英
連
邦
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
に
結
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
各
国
植
民
地
の
物
的
資
源
を
開
発
、
動
員
で
き
る
な
ら
ば
、
「
西
欧
同
盟
」
は
米
ソ

双
方
に
従
属
し
な
い
政
策
遂
行
が
可
能
で
、
人
口
で
も
生
産
力
で
も
（
米
ソ
と
並
ぶ
）
一
つ
の
勢
力
と
な
り
う
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

地
経
済
・
開
発
政
策
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
を
支
え
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　
九
日
ア
ト
リ
ー
は
、
ベ
ヴ
ィ
ン
、
モ
リ
ソ
ン
、
ク
リ
ッ
プ
ス
ら
の
政
権
幹
部
と
ク
リ
ー
チ
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
を
集
め
て
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
i
報
告

を
検
討
し
た
。
会
議
で
は
、
世
界
経
済
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
植
民
地
開
発
政
策
の
あ
り
方
は
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
が
示
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さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
植
罠
地
開
発
に
精
力
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
が
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
経
済
政
策
と
統
合
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
検
討
、
遂
行
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
西
欧
諸
国
と
の
協
力
の
必
要
、
と
い
う
三
点
の
基
本
的
立
場
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
二
日
、
ベ
ヴ
ィ

ン
は
議
会
で
「
西
欧
同
盟
」
構
想
を
発
表
し
た
。
こ
こ
で
も
西
欧
諸
国
の
結
束
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
植
民
地
資
源
の
重
要
性
と
そ
の
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
発
の
必
要
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
政
治
・
経
済
両
面
の
危
機
に
直
面
す
る
な
か
、
世
界
戦
略
や
対
外
経
済
戦
略
を
支
え
る
柱
と
し
て
植
民
地
資
源
へ
着
目
す
る
ベ
ヴ
ィ
ン
の
こ

う
し
た
考
え
方
は
、
政
権
内
に
と
と
ま
ら
ず
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
な
か
で
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
保
守
党
の
、
特
に
帝
国
経

済
強
化
を
主
張
す
る
勢
力
は
、
四
七
年
の
経
済
危
機
は
英
米
借
款
協
定
以
来
の
対
外
経
済
政
策
の
限
界
を
示
し
た
と
考
え
、
ガ
ッ
ト
（
「
関
税
と

貿
易
に
関
す
る
～
般
協
定
」
）
や
国
際
貿
易
機
構
（
I
T
O
）
ヘ
コ
ミ
ッ
ト
す
る
ア
ト
リ
ー
政
権
を
攻
冒
し
た
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
彼

ら
の
主
張
に
、
帝
国
特
恵
関
税
制
度
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
植
民
地
開
発
へ
の
着
目
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
植
民

地
開
発
協
力
を
一
つ
の
柱
と
し
た
、
英
帝
国
・
西
欧
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
的
な
考
え
方
も
み
ら
れ
た
。
ブ
ー
ス
ビ
ー
は
、
多
角
的
国
際
経
済
秩
序
の

構
想
と
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
支
配
に
他
な
ら
な
い
と
断
じ
た
上
で
、
望
ま
し
い
選
択
と
は
「
西
欧
と
そ
の
植
民
地
を
あ
わ
せ
た
貿
易
圏
の
建

設
」
で
、
そ
れ
は
「
我
々
が
生
き
て
ゆ
く
の
に
十
分
野
規
模
を
持
つ
だ
ろ
う
」
と
論
じ
た
。
そ
し
て
無
尽
蔵
の
資
源
を
有
す
る
植
民
地
開
発
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
期
待
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
～
方
ベ
ヴ
ィ
ン
の
外
交
を
批
判
す
る
労
働
党
左
派
の
「
キ
ー
プ
レ
フ
ト
（
内
Φ
①
℃
じ
簿
）
」
グ
ル
ー
プ
も
、
欧
州
社
会
主
義
勢
力
に
よ
る
政

治
・
経
済
的
第
三
勢
力
の
確
立
を
主
張
す
る
な
か
で
、
欧
州
社
会
主
義
の
将
来
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
協
力
に
か
か
っ
て
い
る
と
訴
え
て

い
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
経
済
的
従
属
の
危
機
感
と
ア
フ
リ
カ
植
民
地
へ
の
関
心
の
連
関
が
彼
ら
に
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
左
派
の
間

で
は
路
線
対
立
が
生
じ
た
が
、
ミ
カ
ー
ド
（
H
弩
≦
訂
a
。
）
、
ク
ロ
ス
マ
ン
（
空
。
自
白
9
8
ω
ヨ
雪
）
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
西
欧
諸
国
間
の
経
済
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

力
を
主
張
す
る
議
論
に
は
、
ア
フ
リ
カ
植
民
地
の
共
同
開
発
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
四
八
年
三
月
、
議
会
で
は
労
働
党
の
マ
ッ
ケ
イ

（
労
。
鵠
匡
鎧
鋤
。
ぎ
《
）
を
中
心
に
、
積
極
的
な
欧
州
統
合
政
策
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
動
議
に
は
保
守
党
、
労
働
党
双
方
か
ら
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約
一
二
〇
名
の
議
員
が
同
調
し
た
。
そ
こ
で
も
、
欧
州
と
植
民
地
と
の
貿
易
圏
構
築
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
・
欧
州
の
経
済
再
建
と
安
定
が
達
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ヴ
ィ
ン
の
「
西
欧
同
盟
」
構
想
や
、
以
上
瞥
見
し
た
保
守
党
や
労
働
党
議
員
ら
の
動
き
は
、
英
米
借
款
協
定
以

来
の
対
外
経
済
政
策
と
国
際
経
済
秩
序
構
想
の
行
き
詰
ま
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
従
属
の
危
機
感
の
な
か
で
、
植
民
地
大
規
模
開
発
を
核
と

し
た
対
外
経
済
戦
略
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
経
済
官
庁
は
経
済
危
機
に
直
面
し
て
、
い
か
な
る
対
外
経
済
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
の
検
討
を
進
め
る

と
、
植
民
地
開
発
が
具
体
論
に
入
っ
た
時
、
大
蔵
省
な
ど
が
考
え
る
植
民
地
資
源
の
動
員
の
あ
り
方
は
、
必
ず
し
も
ベ
ヴ
ィ
ン
ら
の
大
規
模
植

民
地
開
発
へ
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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（
三
）
　
経
済
官
庁
と
植
民
地
資
源
の
動
員

　
一
〇
月
の
政
府
の
所
信
表
明
に
お
い
て
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
ポ
ン
ド
交
換
性
回
復
危
機
後
の
対
外
経
済
政
策
の
基
本
方
針
を
示
し
た
。
こ
こ
で

ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
と
っ
て
の
最
大
の
問
題
と
は
、
戦
後
世
界
経
済
の
生
産
、
貿
易
に
お
け
る
不
均
衡
が
原
因
で
生
じ
た
ド
ル

収
支
の
赤
字
に
他
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。
対
外
収
支
の
赤
字
以
上
に
、
ド
ル
収
支
の
不
均
衡
が
極
め
て
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
繰
返
し
強
調
し
た
。

そ
こ
で
、
ド
ル
貫
流
策
と
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
を
歓
迎
し
、
～
方
で
ド
ル
に
依
ら
な
い
多
角
貿
易
・
通
貨
圏
と
し
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ

リ
ア
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
し
か
し
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
支
え
る
通
貨
ポ
ン
ド
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
も
ド
ル
収
支
は
重

大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
認
識
の
う
え
に
た
っ
て
、
ク
リ
ッ
プ
ス
は
対
外
経
済
政
策
の
方
針
を
提
示
し
た
。
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
多
角
的

国
際
通
商
体
制
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
を
確
認
し
な
が
ら
も
、
ま
ず
は
何
よ
り
も
ド
ル
不
足
が
問
題
だ
と
し
、
さ
ら
に
は
ド
ル
収
支
問
題
の
解

決
が
全
て
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
で
さ
え
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ド
ル
収
支
改
善
の
方
策
と
し
て
、
ド
ル
輸
入
削
減
や
投
資
抑
制
と
い
っ
た
緊
急
的
措

置
に
加
え
、
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
拡
大
、
国
内
で
の
生
産
拡
大
、
非
ド
ル
産
品
供
給
の
模
索
、
そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
諸
国
と
植
民
地

の
資
源
開
発
、
の
四
点
を
挙
げ
た
。
四
八
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
『
経
済
見
通
し
一
九
四
八
』
で
は
、
対
外
収
支
、
特
に
ド
ル
収
支
改
善
が
政
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府
の
経
済
政
策
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
が
宣
雷
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

　
ポ
ン
ド
交
換
性
回
復
危
機
の
後
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
通
商
・
為
替
政
策
で
の
差
別
性
や
統
制
を
強
化
し
、
ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
各
国

の
同
調
を
求
め
た
。
し
か
し
、
経
済
官
庁
が
リ
ー
ド
す
る
議
論
の
も
と
、
問
題
の
核
心
は
ド
ル
不
足
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
多
角
的
国
際

経
済
体
制
の
目
標
の
放
棄
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
経
済
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
転
換
を
模
索
す
る
よ
り
む
し
ろ
、
ド
ル
収
支
改
善
を
最
優
先
課

題
と
す
る
対
外
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
欧
州
経
済
協
力
の
問
題
に
つ
い
て
も
大
蔵
省
な
ど
は
、
外
務
省
が
主
張
す
る
西
欧

関
税
同
盟
な
ど
は
肝
心
の
ド
ル
不
足
の
解
決
に
貢
献
し
な
い
と
反
対
し
、
ド
ル
収
支
改
善
に
焦
点
を
絞
っ
た
協
力
を
｝
貫
し
て
主
張
し
た
。
四

七
年
一
一
月
七
日
の
内
閣
経
済
政
策
委
員
会
で
も
、
ベ
ヴ
ィ
ン
が
関
税
同
盟
を
念
頭
に
西
欧
の
経
済
的
統
一
の
必
要
を
説
い
た
の
に
対
し
、

ド
ー
ル
ト
ン
、
ク
リ
ッ
プ
ス
、
商
務
相
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
｝
團
鋤
同
O
｝
匹
ぐ
弔
臨
ω
O
⇒
）
は
、
将
来
の
国
際
経
済
の
枠
組
み
と
し
て
は
、
西
欧
経
済
協
力
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
た
も
の
よ
り
も
国
際
貿
易
機
購
（
1
T
O
）
に
よ
る
世
界
規
模
の
多
角
通
商
体
制
が
望
ま
し
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
た
。
翌
年
　
月
、
議

会
で
は
ガ
ッ
ト
と
国
際
貿
易
機
構
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
マ
ッ
ケ
イ
は
、
政
府
の
多
角
的
通
商
体
制
ヘ
コ
ミ
ッ
ト
す
る
政
策
は
、
ほ
ん

の
一
週
間
前
に
発
表
さ
れ
た
「
西
欧
同
盟
」
の
ア
イ
デ
ア
を
破
壊
す
る
矛
盾
し
た
も
の
だ
と
攻
撃
し
た
。
し
か
し
政
府
側
は
、
戦
後
の
過
渡
期

を
乗
り
切
っ
た
上
で
は
、
多
角
的
国
際
通
商
体
制
が
通
商
国
家
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
と
な
る
と
い
う
立
場
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
も
具
体
論
に
入
る
と
、
ド
ル
収
支
改
善
を
最
優
先
に
す
る
大
蔵
省
な
ど
が
考
え
る
政
策
は
、
必
ず
し
も
大
規
模
植

民
地
開
発
へ
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
見
え
は
じ
め
て
い
っ
た
。
一
〇
月
の
議
会
演
説
で
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
ド
ル
収
支
改
善
の
方

策
の
　
つ
と
し
て
植
民
地
開
発
を
挙
げ
た
の
だ
が
、
必
ず
し
も
短
期
的
な
成
果
は
望
め
な
い
と
も
述
べ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
開
発
に
必
要
な
資

本
財
で
あ
る
鉄
道
建
設
資
材
、
機
関
車
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
植
民
地
へ
の
供
給
は
、
国
内
需
要
と
「
現
在
我
々
が
食
糧
を
得
る
た
め
に
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
」
輸
出
と
競
合
す
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
大
蔵
事
務
単
二
は
、
よ
り
本
腰
を
入
れ
た
植
民
地
開
発
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
設
置
が
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

定
さ
れ
て
い
た
「
植
民
地
開
発
作
業
委
員
会
」
に
つ
い
て
、
こ
の
委
員
会
で
植
民
地
の
輸
入
を
さ
ら
に
制
限
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　
＝
月
＝
一
日
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
ア
フ
リ
カ
植
民
地
総
督
会
議
に
お
い
て
植
民
地
経
済
開
発
に
関
す
る
演
説
を
行
っ
た
。
確
か
に
ク
リ
ッ
プ
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ス
は
、
政
権
を
代
表
し
て
植
民
地
資
源
に
対
す
る
期
待
を
示
し
た
。
彼
は
ま
ず
、
戦
後
世
界
の
生
産
、
貿
易
構
造
の
不
均
衡
と
そ
れ
が
原
因
の

ド
ル
不
足
が
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
危
機
の
核
心
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の
上
で
ド
ル
獲
得
お
よ
び
節
約
に
つ
な
が
る
植
民
地
で
の
生
産
や

開
発
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
同
時
に
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
開
発
に
必
要
と
な
る
肝
心
の
資
本
財
は
ド
ル
地
域
か
ら
輸
入
は
で
き
な
い
し
、

ま
た
イ
ギ
リ
ス
が
生
産
す
る
資
本
財
は
植
民
地
へ
供
給
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
必
要
と
す
る
も
の
と
交
換
に
輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
い
点
を
指
摘
せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
短
期
的
に
は
植
民
地
が
輸
入
を
制
限
す
る
必
要
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
二
月
に
書
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
た
大
蔵
省
の
文
書
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
を
最
優
先
と
し
、
植
民
地
へ
の
輸
出
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
と
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　
四
七
年
後
半
か
ら
植
民
地
資
源
へ
の
期
待
と
大
規
模
開
発
熱
が
高
ま
り
、
翌
四
八
年
一
月
の
政
権
幹
部
の
協
議
で
は
、
植
民
地
開
発
政
策
は

政
権
の
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
か
に
み
え
る
。
し
か
し
開
発
政
策
が
具
体
論
に
入
る
と
、
大
蔵
省
な
ど
が
考
え
る
対
外
経
済
政

策
の
も
と
で
の
植
民
地
資
源
動
員
の
あ
り
方
と
、
ベ
ヴ
ィ
ン
ら
の
大
規
模
植
民
地
開
発
へ
の
期
待
と
の
あ
い
だ
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に

見
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
。
四
八
年
に
入
り
開
発
政
策
の
具
体
的
検
討
と
実
行
が
進
む
。
次
章
で
は
、
そ
の
展
開
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問

題
の
検
討
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。
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唱
．
一
？
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プ
ロ
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デ
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七
年
三
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に
設
立
さ
れ
た
中

　
央
経
済
計
通
ス
タ
ッ
フ
（
O
①
μ
耳
山
国
o
o
昌
。
巨
。
℃
冨
鵠
嵩
ぎ
曾
q
ω
富
ε
の
責
任
者

　
で
あ
っ
た
。
九
月
ク
リ
ッ
プ
ス
が
経
済
担
当
大
臣
に
就
任
し
、
中
央
経
済
計
画
ス

　
タ
ッ
フ
は
そ
の
直
属
と
な
る
。
｝
～
月
末
ク
リ
ッ
プ
ス
は
ド
ー
ル
ト
ン
の
後
を
受

　
け
蔵
相
に
も
就
任
し
経
済
政
策
で
の
ま
さ
し
く
司
令
塔
と
な
る
。
そ
し
て
プ
ロ
ウ

　
デ
ン
も
経
済
政
策
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案
の
中
枢
に
身
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く
こ
と
に
な
っ
た
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第
三
章
　
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
実
際

（一

j
　
植
民
地
開
発
の
具
体
的
検
討
と
実
行

モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
ア
フ
リ
カ
視
察
報
告
に
つ
い
て
ク
リ
ー
チ
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
は
、
多
く
の
開
発
計
画
は
実
行
を
待
た
れ
、
そ
の
実
行
に
と



アトリー労働党政権の対外経済政策と植畏地（山口）

っ
て
開
発
資
材
の
供
給
不
足
こ
そ
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
。
期
待
の
高
ま
り
に
応
え
て
植
民
地
開
発
の
成
果
を
得
よ
う
と

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
ま
ず
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
資
本
財
や
消
費
財
の
供
給
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
あ
る
と
指

摘
し
た
。
さ
ら
に
、
ド
ル
輸
入
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
供
給
が
重
要
で
あ
る
と
訴
え
た
の

　
　
　
①

で
あ
っ
た
。
こ
の
植
民
地
開
発
に
必
要
な
物
資
供
給
の
問
題
を
検
討
す
る
舞
台
が
「
植
民
地
開
発
作
業
委
員
会
」
で
あ
っ
た
。
経
済
官
僚
が
中

心
と
な
っ
て
議
論
が
進
め
ら
れ
た
そ
の
問
題
は
、
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
が
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
経
済
政
策
の
な
か
で
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
だ
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
一
つ
の
鍵
と
な
る
。
植
民
地
資
源
動
員
の
あ
り
方
の
具
体
的
検
討
が
進
む
な
か
で
、
決
定
的
に
作
用

し
た
の
は
い
か
な
る
力
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
そ
れ
は
べ
ヴ
ィ
ン
や
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
ら
が
唱
え
た
植
民
地
大
規
模
開

発
構
想
で
は
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
改
善
と
い
う
対
外
経
済
政
策
上
の
最
優
先
課
題
が
、
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策

の
実
際
を
形
作
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
春
に
は
早
く
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
救
い
と
な
る
べ
き
植
民
地
開
発
が
、
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
経
済
状
況
や
資
材
供
給
能
力
を
し
て
栓
桔
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
は
じ
め
た
。
ア
フ
リ
カ
視
察
を
終
え
た
主
計
大
臣
は
、
ま
ず
人
口
増
加
に
対
応
す
る
食
糧
供
給
、
技
術
者
の
派

遣
や
輸
送
基
盤
へ
の
槽
当
の
設
備
投
資
が
な
く
て
は
「
そ
れ
な
り
の
規
模
の
輸
出
資
源
の
開
発
」
は
達
成
で
き
な
い
と
報
告
し
た
。
ま
た
開
発

に
と
っ
て
重
要
な
資
材
に
は
ド
ル
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
四
月
の
「
植
民
地
開
発
作
業
委
員
会
」
の
中
間
報

告
で
は
、
「
資
金
で
は
な
く
資
材
供
給
が
開
発
の
テ
ン
ポ
を
制
限
し
て
お
り
」
、
特
に
鉄
鋼
の
供
給
が
問
題
だ
と
さ
れ
た
。
そ
の
他
農
業
機
械
、

セ
メ
ン
ト
、
機
関
車
な
ど
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
報
告
書
を
検
討
し
た
内
閤
経
済
政
策
委
員
会
で
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
資
材
供
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
不
十
分
な
状
況
で
は
、
開
発
政
策
は
既
存
の
設
備
の
有
効
利
用
に
力
を
注
ぐ
べ
き
と
述
べ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
七
月
植
民
地
省
は
、
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
現
状
に
つ
い
て
率
直
な
見
解
を
ま
と
め
て
い
た
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
の
は
植
民
地

開
発
へ
の
期
待
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
が
な
し
う
る
植
民
地
開
発
政
策
の
限
界
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
そ
う
い
う
状
況
で
も
イ
ギ

リ
ス
経
済
に
貢
献
で
き
る
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
が
描
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
生
産
拡
大
と
一
次
産
品
価
格
の
上
昇
に
よ
る
収
入
増
大
が
、
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資
本
財
や
消
費
財
に
対
す
る
植
民
地
の
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
い
た
。
し
か
し
ド
ル
不
足
と
い
う
問
題
の
本
質
か
ら
す
る
と

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
は
も
ち
ろ
ん
望
ま
し
く
な
い
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
も
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
を
犠
牲
に
す
る
の
で
望
ま
し
く
な
い

と
指
摘
し
て
い
た
。
今
後
数
年
間
、
す
べ
て
の
開
発
計
画
を
可
能
に
す
る
資
本
財
は
供
給
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、
人
々
の
収

入
増
加
に
対
応
す
る
消
費
財
も
十
分
野
は
供
給
で
き
な
い
こ
と
も
認
め
て
い
た
。
そ
こ
で
イ
ン
フ
レ
防
止
の
為
の
輸
入
統
制
、
貯
蓄
の
推
奨
や

課
税
に
よ
る
購
買
力
吸
収
の
必
要
を
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
金
収
入
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
生
産
者
に
、
綿
製
品
や
自
転
車
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
た
消
費
財
を
十
分
に
供
給
で
き
な
け
れ
ば
、
妙
な
る
生
産
拡
大
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
も
た
ら
せ
な
い
の
で
あ
っ
た

　
植
民
地
開
発
へ
の
障
害
が
認
識
さ
れ
る
な
か
で
、
既
存
の
生
塵
と
価
格
上
昇
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
植
民
地
の
ド
ル
収
入
を
吸
い
上
げ
、
ま

た
ド
ル
を
獲
得
で
き
な
い
植
民
地
に
対
し
て
も
ド
ル
輸
入
制
限
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
推
進
よ
り
も
ド
ル
獲
得
お
よ
び
節
約
を
優
先
す

る
傾
向
が
明
確
に
な
っ
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
へ
の
質
草
の
度
合
い
を
唯
一
の
尺
度
と
し
て
、
植
民
地
経
済
・

開
発
政
策
の
実
際
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
ド
ル
収
支
改
善
が
政
権
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
い
う
ア
ト
リ
ー
政
権
の
姿
勢

が
さ
ら
に
強
固
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
一
〇
月
に
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
○
国
国
○
）
へ
提
出
さ
れ
た
文
書
で
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
復
興
と

は
、
（
国
内
経
済
活
動
の
水
準
を
維
持
し
つ
つ
）
対
外
収
支
の
健
全
性
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
り
、
（
中
略
）
経
済
政
策
の
中
心
的
課
題
」
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
④

と
が
確
認
さ
れ
た
。
同
時
に
ク
リ
ッ
プ
ス
が
、
多
角
的
貿
易
体
制
の
興
復
は
「
世
界
の
繁
栄
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
貿

易
問
題
へ
の
長
期
的
に
唯
一
満
足
で
き
る
解
決
法
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
ド
ル
収
支
改
善
の
取
り
組
み
の
先
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
世
界
経
済
で
安
定
し
た
地
位
を
占
め
る
目
標
が
あ
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
が
終
了
す
る
一

九
五
三
年
ま
で
の
経
済
政
策
の
基
本
的
方
針
を
ま
と
め
た
『
四
力
年
長
期
計
画
』
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
抱
え
る
経
済
問
題
の
核
心
は
、
対
外
収

支
、
特
に
ド
ル
収
支
問
題
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
貫
か
れ
た
。
そ
し
て
金
・
ド
ル
準
備
額
が
経
済
政
策
上
の
基
準
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の

上
で
、
ド
ル
収
支
改
善
へ
の
貢
献
を
前
面
に
出
し
た
植
民
地
経
済
に
関
す
る
章
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
後
も
残

る
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
ド
ル
赤
字
を
、
植
民
地
を
含
め
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
諸
国
の
ド
ル
黒
字
で
埋
め
合
わ
せ
る
見
込
み
が
、
具
体
的
な
数
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アトリー労働党政権の対外緯済政策と植民地（山口）

字
を
挙
げ
て
示
さ
れ
て
い
た
。
三
月
の
『
経
済
見
通
し
　
九
四
八
』
で
は
植
民
地
の
旦
ハ
体
的
な
ド
ル
獲
得
額
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
を
考
え
る
と
、
植
民
地
が
ド
ル
吸
い
上
げ
を
目
指
し
て
経
済
政
策
の
根
幹
へ
と
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
が
明
瞭
に
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
『
四
ヵ
年
長
期
計
画
』
の
検
討
が
進
む
な
か
、
植
民
地
に
対
し
物
資
を
十
分
供
給
で
き
な
い
一
方
で
、
ド
ル
獲
得
に
つ

な
が
る
生
産
だ
け
に
関
心
を
集
中
し
、
ま
た
獲
得
さ
れ
た
ド
ル
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
を
追
求
す
る
大
蔵
省
の
姿
勢
に
植
民
地
省
は
危
惧
を
抱
く
。

植
民
地
省
は
、
輸
出
に
兇
合
う
物
資
を
供
給
し
な
け
れ
ば
又
植
民
地
は
）
欧
州
の
ド
ル
援
助
か
ら
の
自
立
達
成
に
貢
献
し
続
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
、
「
経
済
開
発
の
テ
ン
ポ
に
応
じ
た
社
会
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
な
け
れ
ば
、
生
産
拡
大
が
続
か
な
い
ど
こ
ろ
か
現
状
維
持
も
望
め

な
い
」
と
の
強
い
調
子
の
文
書
を
大
蔵
省
に
送
っ
て
い
た
。
ま
た
植
民
地
省
は
、
植
民
地
の
ド
ル
獲
得
お
よ
び
節
約
の
成
果
を
他
の
官
庁
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
と
認
識
す
べ
き
だ
と
訴
え
、
ド
ル
輸
入
シ
ー
リ
ン
グ
の
柔
軟
な
運
用
を
求
め
た
。
し
か
し
大
蔵
省
の
姿
勢
は
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

開
発
資
金
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
際
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
改
善
が
全
て
に
優
先
す
る
方
針
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。
植
民
地

が
保
有
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
開
発
に
用
い
る
提
案
が
さ
れ
た
の
だ
が
、
開
発
が
進
む
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
が
増
加
す
れ
ば
、

結
果
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
は
減
少
し
、
対
外
収
支
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
望
ま
し
く
な
い
と
の
理
由
で
提
案
は
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
～
一
月
、
植
民
地
開
発
政
策
の
具
体
的
検
討
の
区
切
り
と
な
る
「
植
民
地
開
発
作
業
委
員
会
」
の
最
終
報
皆
書
が
提
繊
さ
れ
た
。
ま
ず
開
発

政
策
の
基
本
的
方
針
に
つ
い
て
は
、
各
植
民
地
が
得
意
と
す
る
分
野
に
力
を
入
れ
、
準
々
の
活
動
で
の
改
良
の
積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
さ
れ
た
。
大
規
模
な
開
発
計
画
は
精
選
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
成
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
の
期
間
は
短
い
も
の
が
よ
い
と
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
外
収
支
の
均
衡
を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
に
従
っ
て
、
短
期
的
に
は
植
民
地
開
発
政
策
は
そ
の
置
か
れ
る
力

点
が
影
響
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
改
善
が
優
先
す
る
こ
と
が
明
書
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
根

拠
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
安
定
に
よ
っ
て
世
界
貿
易
が
発
展
し
、
そ
れ
は
植
民
地
と
イ
ギ
リ
ス
双
方
に
と
っ
て
の
利
益
で
あ
り
、
ま
た

イ
ギ
リ
ス
か
ら
植
民
地
へ
の
投
資
を
可
能
に
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
っ
た
。
開
発
の
障
害
で
あ
っ
た
資
本
財
の
供
給
に
関
し
て
は
、
よ
り
本
腰

161 （649）



を
入
れ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
実
態
は
、
植
民
地
稠
発
へ
の
期
待
と
の
落
差
を
物
語
っ
て
い
た
。
続
い
て
内
閣

経
済
政
策
委
員
会
は
そ
の
最
終
報
告
書
を
検
討
し
た
。
報
告
書
を
総
括
す
る
形
で
ク
リ
ッ
プ
ス
は
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
た
。
第
「
点
は
、

植
臨
地
開
発
は
経
済
開
発
と
社
会
福
祉
増
進
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
べ
き
こ
と
。
二
点
園
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
財
供
給
能
力
が
開
発
の
遂
行

を
著
し
く
制
限
し
て
い
る
現
状
。
最
後
に
、
新
た
な
開
発
計
画
で
は
な
く
、
既
存
の
設
備
の
維
持
・
改
良
へ
資
材
を
投
入
す
る
の
が
望
ま
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。

　
内
閣
経
済
敗
策
委
員
会
の
議
論
が
意
味
し
た
の
は
、
四
七
年
後
半
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
盛
り
上
が
っ
た
植
民
地
開
発
に
対
す
る
向
こ
う
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ず
な
程
の
楽
観
論
が
、
現
実
的
な
認
識
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
理
解

に
は
次
の
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
植
民
地
開
発
作
業
委
員
会
」
の
最
終
報
告
書
が
指
摘
し
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
収
支
改
善
と
イ
ギ

リ
ス
経
済
の
再
建
の
う
え
で
植
民
地
開
発
が
進
む
と
い
う
論
理
は
、
植
民
地
開
発
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
資
源
を
軸
に
イ
ギ
リ
ス
の
自
立
を

確
保
す
る
と
い
っ
た
壮
大
な
対
外
経
済
戦
略
、
例
え
ば
ベ
ヴ
ィ
ン
の
「
西
欧
同
盟
」
構
想
を
支
え
る
ア
フ
リ
カ
大
規
模
開
発
の
論
理
と
は
相
容

れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
開
発
の
旦
一
体
的
検
討
と
実
行
は
、
「
黄
金
郷
（
国
一
伽
O
H
餌
傷
O
）
」
と
ま
で
よ
ば
れ
た
ア
フ
リ
カ

大
規
模
開
発
を
追
求
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
改
善
を
最
優
先
の
基
準
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
戦
後

の
一
次
産
品
価
格
の
上
昇
と
需
要
の
増
大
は
、
開
発
投
資
へ
の
好
条
件
を
意
味
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ト
リ
ー
政
権
の
政
策
の
も
と
で
、

開
発
を
進
め
る
た
め
に
重
要
な
ア
メ
リ
カ
の
機
械
類
を
は
じ
め
、
ド
ル
地
域
か
ら
の
輸
入
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
植
民

地
へ
の
物
資
供
給
も
、
国
内
再
建
需
要
と
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
優
先
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
植
民
地
は
自
ら
の
収
入
を
十
分
に
、
開
発
資
材
の
購

入
な
ど
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
果
、
特
に
ア
フ
リ
カ
植
民
地
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
ロ
ン
ド
ン
に
蓄
積
さ
せ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
植
民
地
開
発
の
夢
が
語
ら
れ
て
い
た
～
方
で
、
現
実
の
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
と
は
、
ド
ル
収
支
改
善
を
最
大

の
課
題
と
す
る
対
外
経
済
政
策
の
も
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
と
輸
入
・
金
融
統
制
と
い
う
消
極
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
植
民
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
ら
の
ド
ル
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
に
終
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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植
民
地
開
発
へ
の
熱
意
が
薄
れ
た
政
権
首
脳
に
と
っ
て
、
植
民
地
が
い
か
に
ド
ル
収
支
に
貢
献
す
る
か
が
関
心
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
結

果
は
閣
僚
ら
に
と
り
満
足
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
一
二
月
に
内
閣
に
提
出
さ
れ
た
報
告
で
は
、
植
民
地
経
済
政
策
の
成
果
の
う
ち
冒
頭
の
二
つ

に
は
、
ド
ル
獲
得
の
た
め
の
輸
出
拡
大
と
ド
ル
支
出
抑
制
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
た
。
植
民
地
か
ら
西
半
球
へ
の
輸
出
は
、
四
六
年
の
六
億
ド
ル

か
ら
四
八
年
忌
は
七
億
ド
ル
へ
と
増
大
し
、
一
方
で
輸
入
は
、
価
格
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
七
年
の
五
億
ド
ル
か
ら
四
八
年
前
半
に
は
年
換

算
四
億
七
三
〇
〇
万
ド
ル
へ
と
低
下
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ド
ル
シ
ー
リ
ン
グ
導
入
の
成
果
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
効
果
が
期

待
で
き
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
に
占
め
る
植
民
地
産
品
の
割
合
は
、
一
九
三
八
年
の
五
・
四
％
か
ら
一
九
四
八
年
に
は
～
○
・

二
％
へ
と
上
昇
を
益
せ
、
間
接
的
に
ド
ル
節
約
に
貢
献
し
て
い
る
点
も
指
摘
さ
れ
た
。
植
民
地
の
収
入
増
大
で
懸
念
さ
れ
る
イ
ン
フ
レ
対
策
と

し
て
は
、
植
民
地
政
府
の
財
政
政
策
が
購
買
力
の
吸
収
に
機
能
し
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
植
民
地
で
の
所
得
税
の
導
入
が
代
表
例
と
し
て
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
本
来
は
～
次
産
品
価
格
の
安
定
の
た
め
に
積
立
て
ら
れ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
（
9
舞
寄
§
α
Q
b
ご
g
乙
）
の
基
金
も
、

生
産
者
へ
の
支
払
い
を
低
く
曇
る
こ
と
に
よ
・
て
イ
ン
フ
レ
対
策
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
如
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
翌
四
九
年
五
月
に
は
、
資
材
や
技
術
者
の
不
足
に
よ
っ
て
現
状
の
植
毘
地
開
発
は
十
分
な
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
と
総
括
さ
れ
た
。
し
か
し

わ
れ
わ
れ
の
議
論
に
と
り
な
お
も
重
要
な
の
は
、
植
民
地
経
済
自
体
は
ド
ル
獲
得
お
よ
び
節
約
と
い
う
役
割
を
通
し
て
、
戦
後
再
建
期
の
イ
ギ

リ
ス
の
対
外
経
済
政
策
に
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
四
九
年
ポ
ン
ド
危
機
と
そ
の
後
の
世
界
的
な
一
次
産
品
需
要
の

増
大
の
結
果
、
こ
の
こ
と
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
改
め
て
そ
の
事
実
を
確
認
し
て
議
論
を
結
ん
で
い
き
た
い
。

（一

黶j

@
ド
ル
獲
得
・
節
約
と
い
う
役
割

　
四
八
年
秋
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
経
済
活
動
は
鈍
化
し
、
そ
れ
に
よ
る
一
次
産
品
の
輸
入
減
退
と
価
格
低
下
は
、
植
民
地
と
連
邦
諸
国
の
ド
ル
収

入
を
減
少
さ
せ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
対
米
収
支
も
悪
化
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ポ
ン
ド
切
下
げ
圧
力
と
投
機
的
動
き
も
要
因
と
な
り
、

四
九
年
に
入
り
四
月
頃
か
ら
ド
ル
流
失
の
速
度
が
上
が
り
は
じ
め
た
。
四
九
年
ポ
ン
ド
危
機
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
金
・
ド
ル
流
失
額
は
第
…
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⑭

四
半
期
三
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
第
二
四
半
期
六
面
癖
〇
〇
〇
万
ド
ル
へ
と
悪
化
し
た
。
危
機
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
植
民
地
の
ド
ル
支
出

に
対
す
る
制
限
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
た
。
ポ
ン
ド
危
機
へ
の
対
応
を
協
議
す
る
七
月
の
英
連
邦
蔵
相
会
議
に
先
ん
じ
て
、
植
民
地
は
ド
ル

輸
入
を
一
時
停
止
す
る
よ
う
通
達
さ
れ
た
。
ま
た
蔵
相
会
議
で
合
意
さ
れ
た
ド
ル
輸
入
を
二
五
％
削
減
す
る
方
針
に
従
っ
て
、
植
民
地
は
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
ド
ル
収
支
に
は
関
係
な
く
、
さ
ら
に
厳
し
い
翌
年
の
ド
ル
輸
入
シ
ー
リ
ン
グ
を
提
示
さ
れ
た
。

　
ド
ル
支
出
に
対
す
る
制
限
が
強
化
さ
れ
る
一
方
で
、
九
月
の
英
米
加
ワ
シ
ン
ト
ン
協
議
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
経
済
政
策
の
な
か
で
の
植

民
地
経
済
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
重
要
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
首
脳
は
、
ド
ル
収
支
改
善
努
力
や
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
に
も
か

か
わ
ら
ず
ド
ル
不
足
が
解
決
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
を
き
っ
か
け
に
再
び
ポ
ン
ド
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
。
こ
の

先
、
デ
フ
レ
を
覚
悟
し
て
ド
ル
地
域
と
の
経
済
関
係
を
維
持
す
る
＝
つ
の
世
界
経
済
（
○
⇒
Φ
渾
≦
○
臨
匹
）
」
を
選
択
す
る
か
、
も
し
く
は
反
デ
フ

レ
を
優
先
し
、
ド
ル
地
域
と
分
離
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
・
非
ド
ル
地
域
に
よ
る
経
済
圏
を
構
築
す
る
「
二
つ
の
世
界
経
済
（
日
≦
・
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

≦
。
臣
）
」
を
選
択
す
る
か
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
労
働
党
内
閣
と
し
て
は
前
者
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
ベ
ヴ
ィ
ン
が
ア

メ
リ
カ
に
そ
の
懸
念
を
伝
え
て
い
た
よ
う
に
、
「
二
つ
の
世
界
経
済
」
と
は
冷
戦
下
の
西
側
世
界
を
経
済
的
に
分
断
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
と
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
多
角
主
義
の
目
標
を
放
棄
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
ド
ル
地
域
か
ら
分
断
し
た
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
路
線
を

と
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば
欧
州
復
興
計
画
も
失
敗
に
終
わ
り
、
ま
た
政
治
・
軍
事
面
で
の
英
米
関
係
へ
の
悪
影
響
は
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

至
で
あ
り
、
西
側
同
盟
体
制
へ
の
打
撃
と
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。

　
子
鼠
ア
ト
リ
ー
政
権
が
選
ん
だ
方
針
は
、
ド
ル
収
支
改
善
を
最
大
の
課
題
と
し
つ
つ
、
将
来
的
に
イ
ギ
リ
ス
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
が

コ
つ
の
世
界
経
済
」
へ
参
加
す
る
目
標
を
放
棄
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
国
際
通
商
・
金
融
体
制
に
お
け
る
多

角
主
義
の
目
標
を
放
浴
し
な
い
一
方
で
、
対
外
均
衡
維
持
の
た
め
に
国
内
政
策
を
犠
牲
に
し
な
い
よ
う
、
ア
メ
リ
カ
が
ド
ル
還
流
の
責
任
を
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

極
的
に
果
た
す
こ
と
を
求
め
た
。
ま
た
ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
一
つ
の
世
界
経
済
」
を
選
択
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ル
還
流
に
積
極
的
に
な
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
九
月
七
日
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
英
米
加
閣
僚
協
議
が
始
ま
っ
た
。
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協
議
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
と
ド
ル
地
域
が
コ
つ
の
世
界
経
済
稀
の
な
か
で
安
定
的
関
係
を
築
く
た
め
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア

の
ド
ル
収
入
拡
大
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
が
ポ
ン
ド
切
下
げ
を
筆
頭
に
イ
ン
フ
レ
抑
制
、
コ
ス
ト
削
減
、

ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
促
進
と
い
っ
た
方
針
を
表
明
し
た
の
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
側
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
入
拡
大
へ
の
支
援
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

提
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
の
議
論
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
コ
つ
の
世
界
経
済
」
を
選
択
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
ス

タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
ド
ル
還
流
の
受
け
皿
と
し
て
の
植
民
地
の
重
要
性
が
、
こ
の
協
議
で
了
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
旦
馬
体
的
に
は
、
一
つ

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
も
明
示
さ
れ
た
点
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
一
次
産
品
、
特
に
ゴ
ム
と
錫
の
備
蓄
政
策
の
再
検
討
、
ま
た
天
然
ゴ
ム
の
消
費
拡
大

策
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
ま
た
も
う
一
点
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
活
動
水
準
維
持
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
事

務
レ
ベ
ル
協
議
の
議
題
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
入
拡
大
」
と
い
う
項
目
の
な
か
に
、
米
加
の
経
済
活
動
水
準
維
持
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
⑳

項
目
を
加
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
に
よ
り
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
一
次
産
品
の
ド
ル
収
入
が
低
下
し
、
危
機
を
招
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
重
要
な
点
で
あ
っ
た
。
『
植
民
地
自
書
一
九
四
九
一
五
〇
』
は
「
（
四
九
年
、
）
植
民
地
は
ス
タ
ー
リ

ン
グ
エ
リ
ア
の
再
建
に
さ
ら
な
る
重
大
な
貢
献
を
し
た
」
と
評
価
し
た
。
と
同
時
に
植
民
地
経
済
の
問
題
は
国
際
的
な
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

九
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
協
議
で
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
問
題
に
お
け
る
植
民
地
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
扁
と
総
括
し
た
の
で
あ
る
。

　
表
に
あ
る
よ
う
に
、
五
〇
年
に
入
り
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
は
大
き
く
改
善
し
、
～
二
月
イ
ギ
リ
ス
は
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
の
受

け
取
り
を
停
止
し
た
。
ま
た
そ
こ
で
は
植
民
地
の
ド
ル
収
支
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ド
ル
獲
得
で
最
も
成

果
を
挙
げ
た
の
は
、
英
米
加
ワ
シ
ン
ト
ン
協
議
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
マ
ラ
ヤ
で
あ
り
、
次
い
で
成
果
を
見
せ
た
の
は
西
ア
フ
リ
カ
で

あ
っ
た
。
植
民
地
全
体
を
見
る
と
、
五
〇
年
の
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
額
は
対
四
九
年
掛
三
〇
％
増
を
記
録
し
た
。
七
月
下
院
で
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

収
支
改
善
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
一
次
産
品
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
高
い
需
要
し
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
植
民

地
の
貢
献
は
ド
ル
獲
得
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
四
九
年
夏
に
合
意
さ
れ
た
二
五
％
の
ド
ル
輸
入
削
減
に
従
っ
て
五
〇
年
の
ド
ル
輸
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表　イギリス・スターリングエリア独立諸国（ISA）・植民地のドル地域との経
　　常収支の推移（i上半期，ii下半期）　　　　　　　（単位：100万米ドル）

1947 ユ948 1949i 1949ii 1950i 1950i三 1951

イギリス　　輸入

@　　　　　　輸出

@　　　経常収支

2283

@523
|2059

1634

@792
|1016

829

R93

|579

777

R18

|514

567

R83

|140

639

T24

|84

2055

P102

|1192

ISA　経常収支 一952 一274 一227 一27 玉62 156 19

植民地　　輸入
@　　　　　　引出

@　　　　　その他

@　　　　経僧収支

＝
一
6
2

310

S95

S8

Q33

125

Q30

R3

P38

95

P60

Q6

X1

70

Q20

R6

P86

65

Q85

R0

Q50

215

U35

U7

S87

預アフリカ　輸入

@　　　　　　多出

36

X2

25

P25

25

W5

20

P00

25

P35

マラヤ　　翰入
@　　　　　　輸出

73

R01

9ユ

Q91

43

Q11

23

R38

68

S83

出所）United　Kingdom　Baiance　of　Payments　1946　toエ953（Cmd．8976）の

　　　Table　20とp．69の表，　Tlte　Cotonial　Tei’riteiies　195ひ51（Cmd．8243）

　　　のp．52の表，Tlte　Colonial　Tetritories　1951－52（Cmd．8553）のp．40

　　　の表より作成。またマラヤと1947年の西アフリカの数字は米加との収支
　　　額（E．　Zupnick，　Britain　’s　Postzvar　Doliar　Problem，　Table　40より）。な

　　　お，植民地のその他の項目には，イギリスへの金売日額を含む。

入
が
低
く
抑
え
ら
れ
た
結
果
、
植
民
地
全
体
で
は
ド
ル
輸
入
が
四
九
年

に
対
し
て
八
五
〇
〇
万
ド
ル
減
少
し
た
。
輸
出
・
そ
の
他
に
よ
る
収
入

が
一
億
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
増
加
し
た
分
を
併
せ
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
の
ド

ル
プ
ー
ル
へ
送
ら
れ
る
額
は
約
二
重
ド
ル
増
加
し
た
。
植
民
地
が
ロ
ン

ド
ン
・
の
ド
ル
プ
ー
ル
に
送
る
額
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、
植
民
地
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
入
の
柱
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
か
く
し
て
植
民
地
経
済
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
を
支

え
る
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
一
方
、
植
民
地
で
の

大
規
模
な
食
糧
生
産
や
資
源
開
発
を
目
指
し
た
植
民
地
開
発
公
社
と
海

外
食
糧
公
社
は
、
当
初
の
期
待
を
裏
切
る
結
果
し
か
生
み
出
さ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
海
外
食
糧
公
社
の
目
玉
事
業
で
あ

っ
た
東
ア
フ
リ
カ
の
グ
ラ
ン
ド
ナ
ッ
ツ
計
画
は
五
〇
年
に
は
失
敗
が
明

ら
か
に
な
り
、
五
〇
年
末
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
の
閣
議
で
は
、
い
か

に
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
威
信
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
決
着
を
つ
け
る
か
が
話
し
合
わ
れ
た
。
植
民
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

は
事
業
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
く
、
ア
ト
リ
ー
政
権
終
了
の
段
階
で
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
公
社
最
初
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
四

八
年
末
に
開
始
さ
れ
た
ガ
ン
ビ
ア
で
の
養
鶏
事
業
は
五
〇
年
に
は
失
敗
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
以
降
公
社
は
、
当
初
の
意
欲
的
な
開
発
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
ら
後
退
し
て
い
っ
た
。
植
民
地
開
発
福
祉
法
に
つ
い
て
は
、
四
九
年
度
か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
支
出
も
増
加
し
は
じ
め
た
（
も
っ
と
も
物
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アトリー労働党政権の対外経済政策と植民地（山口）

価
上
昇
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
）
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
外
収
支
が
改
善
を
見
せ
は
じ
め
た
五
〇
年
春
、
薪
植
民
地
相
グ
リ
フ
ィ
ス
ス

（
智
ヨ
Φ
ω
O
氏
｛
臣
ω
）
は
、
四
五
年
法
を
五
年
間
延
長
の
上
、
一
億
ポ
ン
ド
を
追
加
す
る
こ
と
を
ク
リ
ッ
プ
ス
に
要
請
し
た
。
し
か
し
ク
リ
ッ
プ

ス
は
期
問
の
延
長
は
認
め
ず
、
二
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
追
加
だ
け
を
認
め
た
。
大
蔵
省
は
、
五
二
年
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
が
ド
ル
援
助
か
ら
自
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

す
る
と
い
う
目
標
が
優
先
す
る
と
の
姿
勢
を
変
え
な
か
っ
た
。

　
お
り
し
も
朝
鮮
戦
争
勃
発
と
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
悪
化
が
、
植
民
地
経
済
と
開
発
政
策
に
再
び
影
を
投
げ
か
け
て
い
っ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

平
時
と
し
て
は
最
大
規
模
の
軍
備
増
強
計
画
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
軍
備
増
強
は
経
済
政
策
上
の
最
優
先
課
題
と
さ
れ
た
。
軍
需
と
輸
出
が
優

先
さ
れ
る
こ
と
で
、
植
民
地
へ
の
物
資
供
給
は
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
。
特
に
資
本
財
、
な
か
で
も
鉄
鋼
の
供
給
不
足
は
「
政
府
・
民
間
の
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

発
計
画
の
実
行
に
と
り
深
刻
な
障
害
」
と
な
っ
た
。
一
方
輸
入
価
格
の
上
昇
や
原
材
料
の
輸
入
増
加
、
軍
需
生
産
に
よ
る
輸
出
低
下
も
あ
っ
て
、

五
一
年
に
入
る
と
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
対
外
収
支
は
急
速
に
悪
化
、
下
半
期
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
は
｝
五
宝
ド
ル
の
赤
字
へ
転
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
。
そ
し
て
再
び
植
昆
地
の
ド
ル
獲
得
へ
期
待
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
〇
月
末
の
総
選
挙
の
結
果
、
第
二
次
チ
ャ
ー
チ
ル
保
守
党
政
権
が
誕
生
し
た
。
植
民
地
相
に
就
任
し
た
リ
ト
ル
ト
ン
（
○
有
声
ド
藁
Φ
ぎ
鋤
）

は
、
内
閣
発
足
早
々
に
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
に
関
す
る
覚
書
を
提
出
し
た
。
こ
こ
で
リ
ト
ル
ト
ン
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
が
再
び
危

機
に
あ
る
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、
植
民
地
自
体
の
収
支
を
考
え
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
全
体
の
収
支
を
救
う
た
め
の
輸
入
制
限
を
こ

れ
以
上
課
す
べ
き
で
な
い
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
軍
備
増
強
が
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
植
民
地
に
限
っ
て
は
鉄
鋼
や
銅
板
な
ど
の
供
給
を
優
遇

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
他
の
物
資
供
給
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
植
民
地
開
発
は
進
展
し
な
い
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
統
制
に
よ
っ
て
、
収
入
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
成
果
を
自
ら
の
開
発
に
十
分
使
用
で
き
な
い
こ
と
へ
の
不
満

が
植
民
地
で
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
倉
主
し
晦
・
こ
の
覚
書
は
保
守
党
内
閣
の
も
の
で
あ
る
が
・
ア
ト
リ
ー
政
権
の
植
民
地
讐
・
開
発
政
策
の

実
態
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
を
的
確
に
言
い
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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グ
ボ
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の
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基
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九
三
〇
〇
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ポ
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を
考
慮
す
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と
、
イ
ギ
リ
ス
は

　
四
〇
五
〇
万
ポ
ン
ド
を
贈
与
・
貸
与
す
る
一
方
で
、
植
門
地
か
ら
は
約
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億
五
〇

　
〇
〇
万
ポ
ン
ド
強
制
的
に
借
り
上
げ
て
い
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あ
っ
た
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【
九
四
五
年
四
月
に
成
立
し
た
四
五
年
植
民
地
開
発
福
祉
法
は
、
戦
後
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
包
括
的
な
枠
組
み
と
邑
さ
れ
た
。
そ
の

実
行
は
、
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
五
年
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
大
国
と
し
て
の
地
位
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
植

民
地
支
配
を
再
構
築
す
る
た
め
の
、
積
極
的
な
植
傘
地
社
会
・
経
済
政
策
の
枠
組
み
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
一
方
ア
ト
リ
ー
政
権
は
対
外
経
済
政
策
の
重
要
な
選
択
で
あ
る
英
米
借
款
協
定
を
　
二
月
に
締
結
し
た
。
再
建
期
を
ド
ル
借
款
に
よ
っ
て

乗
り
切
り
、
そ
の
上
で
イ
ギ
リ
ス
が
多
角
的
開
放
国
際
経
済
体
制
へ
参
加
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
植
民
地
資
源
の
動
員
を

対
外
経
済
戦
略
と
結
び
付
け
る
よ
う
な
具
体
的
動
き
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ド
ル
借
款
が
植
民
地
開
発
の
実
行
を
可
能
に
す
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
四
七
年
の
経
済
危
機
に
よ
っ
て
、
英
米
借
款
協
定
締
結
時
の
見
込
み
は
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
政
権
内
外
で
植
民
地
資
源
へ
の
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関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
、
経
済
的
自
立
保
持
へ
の
危
機
感
は
、
ベ
ヴ
ィ
ン
の
「
西
欧
同
盟
」
構
想
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
網
羅
地
大
規
模
開
発
を
柱
と
し
た
戦
略
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
大
国
と
し
て
の
生
き
残
り
を
追
求
す
る
構
想
を
生
み
出
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　
一
方
ポ
ン
ド
交
換
性
回
復
危
機
の
経
験
は
、
経
済
官
庁
を
中
心
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
経
済
的
地
位
を
維
持
す
る
に
は

何
よ
り
も
ま
ず
ド
ル
収
支
改
善
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
た
。
ま
た
戦
後
再
建
、
生
産
拡
大
と
完
全
雇
用
維
持
に
必

要
な
輸
入
を
確
保
し
た
い
労
働
党
首
脳
に
と
っ
て
も
、
ド
ル
獲
得
は
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
結
果
、
ド
ル
収
支
改
善
そ
れ
自
体
を
最
大
の
課
題
と
す
る
対
外
経
済
政
策
の
も
と
、
植
民
地
開
発
の
具
体
的
検
討
と
実
行
が
進
め
ら
れ
た
。

開
発
を
進
め
る
た
め
に
植
民
地
へ
資
材
を
供
給
す
る
よ
り
も
、
国
内
需
要
と
ド
ル
地
域
へ
の
輸
出
が
優
先
さ
れ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
期
の
植
民

地
保
有
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の
増
加
額
は
、
植
民
地
開
発
福
祉
法
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
援
助
額
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ト
リ
ー

政
権
の
植
民
地
経
済
・
開
発
政
策
の
実
態
は
、
植
三
蓋
大
規
模
開
発
へ
の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
シ
ス
テ
ム

と
貿
易
・
金
融
統
制
と
い
う
消
極
的
な
方
法
で
、
植
民
地
か
ら
ド
ル
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
に
終
始
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
福
祉
国
家

を
支
え
つ
つ
、
他
方
で
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
経
済
に
お
け
る
地
位
復
活
の
可
能
性
を
残
し
た
い
労
働
党
首
脳
や
大
蔵
省
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に

ド
ル
を
送
る
と
い
う
位
置
づ
け
を
植
民
地
経
済
に
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
積
極
的
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
植
民
地
が
果
た
す
ド
ル

獲
得
お
よ
び
節
約
と
い
う
役
割
は
、
植
民
地
大
規
模
開
発
の
夢
が
消
え
ゆ
く
の
と
は
対
照
的
に
、
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
に
か

け
て
そ
の
価
値
を
発
揮
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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The　Confratemities　of　Florence　in　the　Late　Medieval　Period

by

SAI〈AJO　Masami

　　Confratemities，　which　reached　their　peak　fiumbers　in　the　late　medieval　peried，

were　lay　groups　of　the　medieval　and　early　modern　periods　through　which　lay

people　expressed　their　individual　and　collective　beliefs．　Untg　the　1980s，　historians

were　in　generai　not　interested　in　these　groups．　From　the　1870s，　these　groups　had

been　studied　only　by　local　altd　church　historians　or　had　been　studied　under　the

influence　of　Burckhardt．　However，血recent　years，　social　histohans　have　brought

new　rnodels　to　bear　in　their　studies，　and　many　important　books　have　been

published　that　recognized　the　social　significance　of　the　coniiraternities，　especially

tliose　of　Florence．　But　these　books　have　examined　the　confiraternities　only　in　two

areas，　their　charitable　and　political　activities．　These　points　of　analysis　have

remained　separated，　and　historiaRs　have　not　set　them　into　a　collective　work．　ln

this　artide，　using　va盛ous　previous　studies，　I　demonstrate　how　the　con丘aternities

reflected　changes　in　the　political　and　social　coRstitution　concurrent　with　urban

growth　by　focusing　on　Florence　of　the　late　thirteenth　and　fourteenth　centuries．

The　Attlee　Labour　Govemment’s　Foreign　Economic　Policy

　　　　　　　　　　　　　　　and　the　Coloniai　Empire

by

YAMAGUTI　Ikuto

　　In　1945，　the　Attlee　Cabinet　thought　that　after　a　reconstruction　period　Britain　as

a　major　world　power　should　promote　a　multgateral　international　trade　system．

They　also　thought　that　Britain　should　foster　colonial　welfare　and　economic

progress　for　Brttish　prestige．　The　frrst　eighteen　months　of　the　Labour

govemment’s　life　provided　little　evidence　of　systematic　exploitation　of　colonial

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（665）



resources　to　solve　British　economic　difficulties．

　　But　in　1947，　confronted　with　th6　economic　embarrassment　of　a　winter　fuel　crisis

and　a　convertibility　fiasco　in　smmer，　tke　Attlee　govemment　sought　to　ease　its

ecoRomic　problems　by　drawing　on　colonial　resources．　Especially　the　Foreign

Secretary，　Ernest　Bevin，　worried　about　British　dependence　on　America　and　was

captured・by　the　imperial　option　based　on　｝arge－scale　colonial　development．　ln

January　1948，　Bevin　announced　his　grand　design　for　a　union　of　western　European

states　sustained　by　a　system　of　Euro－African　deveiopmeRt．　He　thought　that

BritaiB　couid　re－emerge　as　an　indepeRdent　world　power　by　the　leading　the

“Western　Union”．　His　idea　to　boost　Bribish　power　tlllrough　large－scale　colonial

development　was　supported　by　back－beRchers　of　botk　panies．

　　In　reality　BritaiR　did　not　deliver　suthcient　capita｝　equipment　to　carry　out　their

colonial　development　p｝ans．　On　the　contrary，　the　colonies　were　hit　with　severe

controls　on　trade　and　could　not　use　tkeir　earnings，　particularly　dollars，　for　imports

and　development　schemes．　They　sent　doilars　to　London　in　exchange　for　“frozen”

sterling　balances．

After　the　1947　sterling　crisis，　the　Attiee　govemment　defined　the　first　priorky　of

foreign　economic　policy　as　the　attainment　of’dollar　viabiitゾ．　For　Treasury

of丘clals，　the　atta血1nent　of　dollar　viab蓋ity　was　the　essential　step加restor沁g

Britain’s　position　in　the　international　economy　along　with　the　US．　For　Labour

Ministers，　dollars　were　indispeRsable　to　sustain　the　weifare　state　and　full

emp｝oymeRt．　The　Treasury－led　foreign　economic　policy　dominated　the　Attlee

government’s　colonial　economic　and　deveiopment　policy．　Promoting　large－scale

colonia｝　deve｝opment　was　not　desirable　because　such　developrnent　schemes　would

necessitate　supPlying　commedities　to　the　colonies　instead　of　export血9　tbem　to

areas　that　used　dollars．　What　was　important　for　Labour　ministers　and　the

Treasury　was　building　up　the　dollar－surplus　coionial　economy　through　tlte　sterling

area　system　and　physical　controls　in　order　to　enable　Britain　to　take　its　place　in　a

muitilateral　trading　world　and　to　sustaiR　the　pound　sterling　as　an　international

currency．　As　Bevin’s　grand　design　was　fading，　this　doilar－surplus　colonial　economy

proved　its　worth．
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